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演
習
Ⅰ

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：なし
事後：大学生の文化 講義 90分

2 大学生の文化 ① 事前：大学生の文化
事後：大学生の文化

講義 30分
ディスカッション 60分

3 大学生の文化 ② 事前：大学生の文化
事後：大学生の文化 プレゼンテーション 90分

4 和食の歴史と文化 ① 和食と調味料 事前：和食の歴史と文化
事後：和食の歴史と文化

講義 60分
ディスカッション 30分

5 和食の歴史と文化 ② お茶と和菓子 事前：お茶と和菓子の文化
事後：お茶と和菓子の文化

講義 50分
グループワーク 40分

6 和食の歴史と文化 ③ 調理実習準備 事前：調理実習準備
事後：調理実習準備 グループワーク 90分

7 和食の歴史と文化 ④ 調理実習 事前：調理実習準備
事後：なし グループワーク 90分

8 歴史散策 ① テーマと企画 事前：歴史散策について
事後：テーマと企画

講義 30分
ディスカッション 60分

9 歴史散策 ② テーマと企画 事前：テーマと企画
事後：テーマと企画 グループワーク 90分

10 歴史散策 ③ プレゼンテーション 事前：資料収集と発表準備
事後：資料収集と発表準備 プレゼンテーション 90分

11 歴史散策 ④ プレゼンテーション 事前：資料収集と発表準備
事後：歴史散策のまとめ プレゼンテーション 90分

12 歴史散策 ⑤ 「旅のしおり」制作 事前：歴史散策のまとめ
事後：「旅のしおり」制作 グループワーク 90分

13 歴史散策 ⑥ 「旅のしおり」制作 事前：「旅のしおり」制作
事後：「旅のしおり」制作 グループワーク 90分

14 歴史散策 ⑦ 課外学習 事前：課外学習準備
事後：なし グループワーク 90分

15 前期のまとめ 事前：なし
事後：なし

講義 60分
ディスカッション 30分

開 講 年 次 ⚓年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅰ（Seminar Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 石井 みどり

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
日本の歴史と文化について理解を深めることは、自分自身を見つめなおすことにつながります。
古代から現代まで、さまざまなテーマを選び、グループワークやディスカッション、プレゼンテーションの実践をします。
文献を読むだけでなく、見たり、聞いたり、味わったりとゼミならではの体験の機会を豊富に作りたいと考えています。

授業目標：
⚔年生の卒業論文に向けて、研究方法の基礎を習得することを目的とします。
適宜、合宿や課外学習を行います。先生やゼミの仲間との交流を通して、社会人に必要不可欠なコミュニケーション能力を習得してください。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
資料を配布するので、教科書は指定しません。

参考文献：
適宜、指示します。

成績評価の方法、評価基準：
授業参加状況等（50％） 授業中の課題、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
文字だけで判断するのではなく、歴史の本質を理解するよう心がけてください。
自分も相手も大切にする表現方法を学んでください。

オフィスアワー：
初回の授業で教えます。

16 日本の神と神社 ① 「古事記」 事前：「古事記」を読む
事後：「古事記」の神と神社

講義 60分
ディスカッション 30分

17 日本の神と神社 ② 「日本書紀」 事前：「日本書紀」を読む
事後：「日本書紀」の神と神社

講義 60分
ディスカッション 30分

18 日本の神と神社 ③ 鎌倉と江ノ島 事前：鎌倉と江ノ島の歴史
事後：鎌倉と江ノ島の神社

講義 50分
ディスカッション 40分

19 日本の神と神社 ④ プレゼンテーション 事前：資料収集と発表準備
事後：資料収集と発表準備 プレゼンテーション 90分

20 日本の神と神社 ⑤ プレゼンテーション 事前：資料収集と発表準備
事後：資料収集と発表準備 プレゼンテーション 90分

21 日本の神と神社 ⑥ 課外学習 事前：資料収集と発表準備
事後：なし グループワーク 90分

22 シラバスを作って講義をする ① 事前：シラバスを読む
事後：シラバスを作る

講義 60分
ディスカッション 30分

23 シラバスを作って講義をする ② 事前：シラバスを作る
事後：シラバスを作る

講義 30分
ディスカッション 60分

24 シラバスを作って講義をする ③ 事前：講義の準備
事後：講義をする グループワーク 90分

25 シラバスを作って講義をする ④ 事前：講義の準備
事後：講義をする グループワーク 90分

26 シラバスを作って講義をする ⑤ 事前：講義の準備
事後：講義をする グループワーク 90分

27 自由課題 ① 事前：資料収集と発表準備
事後：資料収集と発表準備

講義 30分
グループワーク 60分

28 自由課題 ② 事前：資料収集と発表準備
事後：資料収集と発表準備 グループワーク 90分

29 自由課題 ③ 事前：資料収集と発表準備
事後：自由課題の総括 グループワーク 90分

30 後期のまとめ 事前：通年の総括
事後：卒論テーマへの導入

講義 60分
ディスカッション 30分
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教本：
特になし。
ポケット六法等

参考文献：
『民法研究ハンドブック』（有斐閣）￥2,972＋税
民法判例百選Ⅰ［第⚘版］（有斐閣）￥2,200
民法判例百選Ⅱ［第⚘版］（有斐閣）￥2,300＋税

『リーガル・リサーチ＆リポート』（有斐閣）￥1,600＋税

成績評価の方法、評価基準：
授業参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
大学⚔年間は長いようでいて、あっという間に過ぎていきますので、在学中にいろいろなことに取り組んでもらいたいと思います。ゼミもその一環です。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 演習の進行について説明する 事前：なし
事後：配布資料の見直し 演習

2 前期役割分担と共通テーマについて話し合う 事前：テーマを考える
事後：テーマを考える 演習

3 リーガル・リポートの方法について解説する 事前：テーマを考える
事後：テーマを考える 演習

⚔〜13 分担者の報告とディスカッションをおこなう 事前：各自報告の準備
事後：報告の見直し 演習

14 各メンバーの中間報告とディスカッションをおこなう 事前：報告の準備
事後：報告の見直し 演習

15 各メンバーの中間報告とディスカッションをおこなう 事前：報告の準備
事後：報告の見直し 演習

16 後期役割分担と共通テーマについて話し合う 事前：テーマを考える
事後：テーマを考える 演習

17〜27 分担者の報告とディスカッションをおこなう 事前：各自報告の準備
事後：報告の見直し 演習

28 各メンバーの中間報告とディスカッションをおこなう 事前：報告の準備
事後：報告の見直し 演習

29 各メンバーの中間報告とディスカッションをおこなう 事前：報告の準備
事後：報告の見直し 演習

30 まとめ ふりかえり 事前：⚑年間を振り返る。
事後：次年度に向けた改善 演習

開 講 年 次 ⚓年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅰ（Seminar Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 上地 一郎

履 修 条 件
前提科目 私法学Ⅰ／私法学Ⅱ／物権法／人的担保法／物的担保法など履修していることが望ましい。

そ の 他 多領域の法律科目も履修してもらいたい。

授業概要：
民法財産法は、市民社会の取引の基本法として、私たちの生活の大半をカバーしています。ゼミでは、民法財産法の主要な論点や最近の改正をとりあげ、

専門書、論文、判例等を検討することで、民法財産法の基礎知識の修得を図り、法的思考を深めることを目的としています。
そのため、参加者には、まず自らの課題探しに始まり、設定した課題について法的な論点の抽出、学説や判例の分析をもとに発表を行ってもらいます。

そしてゼミ生の間での積極的なディスカッションを通して自らの課題に対してより深く接近してもらいたいと思います。
授業目標：

民法財産法の基本的な知識を習得し、その法的な論点はどのようなものかについて説明し、自らの見解と解決方法を説明できるようになること。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ゼミの概要と方法の説明 事前：なし
事後：なし 演習90分

2 くらしと会計 ⑴
会計ってなに

事前：なし
事後：なし 演習90分

3 くらしと会計 ⑵
会計ってなに

事前：なし
事後：なし 演習90分

4 会計とキャリア教育 ⑴
会計にどんな資格があるの

事前：なし
事後：なし 演習90分

5 会計とキャリア教育 ⑵
会計にどんな資格があるの

事前：なし
事後：なし 演習90分

6 財務分析 ⑴
会計はどう利用するの

事前：なし
事後：なし 演習90分

7 財務分析 ⑵
会計はどう利用するの

事前：なし
事後：なし 演習90分

8 財務諸表 ⑴
企業の成績はどうやってみるの

事前：なし
事後：なし 演習90分

9 財務諸表 ⑵
企業の成績はどうやってみるの

事前：なし
事後：なし 演習90分

10 管理会計 ⑴
会計は経営にどう役立つの

事前：なし
事後：なし 演習90分

11 管理会計 ⑵
会計は経営にどう役立つの

事前：なし
事後：なし 演習90分

12 原価計算 ⑴
モノがいくらでできたかはどうやって決まるの

事前：なし
事後：なし 演習90分

13 原価計算 ⑵
モノがいくらでできたかはどうやって決まるの

事前：なし
事後：なし 演習90分

14 制度会計 ⑴
会計制度はどうなっているの

事前：なし
事後：なし 演習90分

15 制度会計 ⑵
会計制度はどうなっているの

事前：なし
事後：なし 演習90分

開 講 年 次 ⚓年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅰ（Seminar Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 上野 清貴

履 修 条 件
前提科目 簿記論Ⅰ 簿記論Ⅱ 会計学Ⅰ 会計学Ⅱ

そ の 他 なし

授業概要：
会計学の基本的なテキストを選んで、それを輪読する形式で、演習を進めていく。

授業目標：
会計学の多領域の基本的なテーマに関し、それらを理論的および論理的に考えることを目的とする。
これにより、会計を論理的に思考する能力を涵養し、会計に対する応用力を身につけることを目的とする。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式



シラバス-11  Page 5 25/03/11 16:16

503

教本：
上野清貴・小野正芳編著『スタートアップ会計学（第⚓版）』同文舘出版

参考文献：

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（80％）、レポート・授業中の発言等（20％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
会計学に興味がある学生、また税理士や公認会計士に興味のある学生を求める。
簿記原理および会計学の単位を取っておくこと。
なにごとにも意欲のある学生を求める。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

16 財務諸表監査 ⑴
財務諸表は信頼できるの

事前：なし
事後：なし 演習90分

17 財務諸表監査 ⑵
財務諸表は信頼できるの

事前：なし
事後：なし 演習90分

18 税務会計 ⑴
会社の税金はいくらになるの

事前：なし
事後：なし 演習90分

19 税務会計 ⑵
会社の税金はいくらになるの

事前：なし
事後：なし 演習90分

20 国際会計 ⑴
グローバル経済における会計ルールってなに

事前：なし
事後：なし 演習90分

21 国際会計 ⑵
グローバル経済における会計ルールってなに

事前：なし
事後：なし 演習90分

22 環境会計・CSR会計 ⑴
持続可能な社会づくりに会計はどう貢献できるの

事前：なし
事後：なし 演習90分

23 環境会計・CSR会計 ⑵
持続可能な社会づくりに会計はどう貢献できるの

事前：なし
事後：なし 演習90分

24 NPO会計 ⑴
ボランティア活動にも儲けが必要なの

事前：なし
事後：なし 演習90分

25 NPO会計 ⑵
ボランティア活動にも儲けが必要なの

事前：なし
事後：なし 演習90分

26 公会計 ⑴
自治体の会計はどうなっているの

事前：なし
事後：なし 演習90分

27 公会計 ⑵
自治体の会計はどうなっているの

事前：なし
事後：なし 演習90分

28 簿記・会計史 ⑴
簿記・会計はどこからやってきたの

事前：なし
事後：なし 演習90分

29 簿記・会計史 ⑵
簿記・会計はどこからやってきたの

事前：なし
事後：なし 演習90分

30 総括
会計を全体的に考えよう

事前：なし
事後：なし 演習90分
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：なし
事後：なし 講義 90分

⚒〜⚖ 政治、経済研究とディスカッション 事前：時事問題研究
事後：時事問題理解 講義 30分、演習 60分

⚗〜15 プレゼンテーションとディスカッション 事前：専門分野研究
事後：専門分野理解 講義 30分、演習 60分

16〜24 企業・産業研究とディスカッション 事前：時事問題研究
事後：時事問題理解 講義 30分、演習 60分

25〜30 プレゼンテーションとディスカッション 事前：専門分野研究
事後：専門分野理解 演習

開 講 年 次 ⚓年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅰ（Seminar Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 大井 功

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
観光産業は、政治、経済、産業、歴史、文化など広範囲の知識を必要とする一方、自分の専門分野を持つことが要求されるので、基本的な知識を身に付

けた上で、自分の研究テーマを決め、研究し、プレゼンする能力を身につける。

授業目標：
⚑．得意分野をプレゼンできる。
⚒．政治・経済・文化・産業に関心を持つようになる。
⚓．課題をみつけ、解決することができる。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式

教本：
適宜プリントを配布する。

参考文献：
高橋秀夫著「クラブツーリズムの秘密」毎日新聞社 ￥1,800＋税

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（80％）レポート等（20％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
社会の動きを自分で考え、議論できるようになろう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。
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開 講 年 次 ⚓年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅰ（Seminar Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 大沢 裕

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
演習Ⅰでは、卒業論文につながるような基礎知識やスキルの獲得をめざす。各自の興味・関心に沿った論文を読み、ディスカッションを取り入れながら

授業を展開する。

授業目標：
次年度の卒業論文作成に向け、計画を立て、論文作成の基礎能力を育成し、情報収集活動のノウハウを身につけさせる。研究テーマを見つけさせる。
この科目は、次世代育成支援等において地域コミュニティづくりに指導的役割が発揮できる人材を養成する科目である。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：なし
事後：なし 講義 90分

2 文章読解Ⅰ （短文を読む） 事前：前回のまとめ
事後：学んだことの整理 講義 90分

3 文章読解Ⅱ （新聞を読む） 事前：前回のまとめ
事後：学んだことの整理 演習 90分

4 文章読解Ⅲ （報告書を読む） 事前：前回のまとめ
事後：学んだことの整理 演習 90分

5 文章読解Ⅳ （小論文を読む） 事前：なし
事後：学んだことの整理 演習 90分

6 卒論テーマ検討Ⅰ （興味・関心をもとに） 事前：自分の興味の整理
事後：学んだことを文書でまとめる 演習 90分

7 卒論テーマ検討Ⅱ （グループディスカッションを通じて） 事前：前回のまとめ
事後：学んだことの文書化 演習 90分

8 プレゼンテーションⅠ （自己表現とは） 事前：前回のまとめ
事後：学んだことの整理 演習 90分

9 プレゼンテーションⅡ （表現の種類） 事前：前回のまとめ
事後：学んだことの整理 演習 90分

10 プレゼンテーションⅢ （論理的展開） 事前：前回のまとめ
事後：学んだことの整理 演習 90分

11 文章の書き方Ⅰ （日本語の特徴） 事前：前回のまとめ
事後：学んだことの整理 演習 90分

12 文章の書き方Ⅱ （論文の作法） 事前：前回のまとめ
事後：学んだことの整理 演習 90分

13 プレゼンテーションⅣ （論理と感情の視点から） 事前：前回のまとめ
事後：プレゼンの反省 演習 90分

14 プレゼンテーションⅤ （説得力ある表現） 事前：前回のまとめ
事後：プレゼンの反省 演習 90分

15 前期まとめ 事前：前回のまとめ
事後：学んだことの整理 演習 90分
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教本：
『最新版 大学生のためのレポート・論文術』小笠原喜康著（講談社）

参考文献：
授業時に適宜、指示する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
絶えず、子ども・保育・教育の時事的問題に関心を持ち、新聞記事を読んだり、インターネットで調べてみたりする習慣を身につけること。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

16 夏休みの報告 事前：前回のまとめ
事後： 演習 90分

17 文章読解Ⅴ （子どもに関する書籍を読む） 事前：前回のまとめ
事後：学んだことの整理 演習 90分

18 文章読解Ⅵ （保育に関する書籍を読む） 事前：前回のまとめ
事後：学んだことの整理 演習 90分

19 文章読解Ⅶ （子どもに関する学術論文を読む） 事前：前回のまとめ
事後：学んだことの整理 演習 90分

20 文章読解Ⅷ （保育に関する学術論文を読む） 事前：前回のまとめ
事後：学んだことの整理 演習 90分

21 卒論テーマ検討Ⅲ （図書館を利用して） 事前：前回のまとめ
事後：学んだことを文書でまとめる 演習 90分

22 卒論テーマ検討Ⅳ （ネット環境の情報から） 事前：前回のまとめ
事後：学んだことの文書化 演習 90分

23 プレゼンテーションⅥ （PCソフトの使い方） 事前：前回のまとめ
事後：学んだことの整理 演習 90分

24 プレゼンテーションⅦ （自分の主張をデータにまとめるためには） 事前：前回のまとめ
事後：学んだことの整理 演習 90分

25 プレゼンテーションⅧ （表現技法） 事前：前回のまとめ
事後：プレゼンの反省 演習 90分

26 文章の書き方Ⅲ （文章の基本構成） 事前：前回のまとめ
事後：学んだことの整理 演習 90分

27 文章の書き方Ⅳ （洗練された文章の表現） 事前：前回のまとめ
事後：学んだことの整理 演習 90分

28 プレゼンテーションⅨ （いかにして他者を説得できるか） 事前：前回のまとめ
事後：プレゼンの反省 演習 90分

29 プレゼンテーションⅩ （自己表現の仕方を振り返る） 事前：前回のまとめ
事後：プレゼンの反省 演習 90分

30 まとめ 事前：前回のまとめ
事後：今後の課題の整理 演習 90分
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 演習の概要について説明および質疑・応答

事前：シラバスおよび演習ガイダン
スの精読

事後：シラバスおよび演習ガイダン
スに沿って要点を確認する

説明 60分、質疑応答 30分

2 輪読の計画を提示、説明 事前：配付資料の精読
事後：計画の確認 説明 60分、質疑応答 30分

⚓〜29 文献研究 報告と討議 事前：報告、討議の準備
事後：報告・討議のまとめ 報告 30分、質疑討議 60分

30 春休みの学習計画、四年次への準備について話し合い 事前：卒業論文のテーマを考える
事後：卒業論文の構想を練る 質疑討議・助言 90分

開 講 年 次 ⚓年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅰ（Seminar Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 小柏 喜久夫

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
組織論の基礎とリーダーシップの諸理論をを学習したうえで、組織文化の視点からリーダーシップにアプローチしていきます。

授業目標：
卒業論文研究の基礎づくり。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式

教本：
⚑．専門基礎の教本は、ゼミ生と相談のうえ決めます
⚒．山田剛史・林創『大学生のためのリサーチリテラシー入門』

ミネルヴァ書房、￥2,400＋税

参考文献：
適宜、紹介します。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価します。
授業参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（50％）で総合評価します。

学生へのアドバイス：
出席率100％への努力を求めます。

オフィスアワー：
初回講義日に伝えます。
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 会計全般の理解度確認⚑ 事前：なし
事後：なし 演習

2 会計全般の理解度確認⚒ 事前：指定科目の予習
事後：なし 演習

3 会計全般の理解度確認⚓ 事前：指定科目の予習
事後：なし 演習

4 会計全般の理解度確認⚔ 事前：指定科目の予習
事後：なし 演習

5 年間スケジュ－ルの作成 事前：なし
事後：なし 演習

6 論文の書き方⚑ 事前：論文の作成法概略
事後：なし 演習

7 論文の書き方⚒ 事前：論文の作成法概略
事後：なし 演習

8 経営管理と会計⚑ 事前：管理会計の予習
事後：同復習 演習

9 経営管理と会計⚒ 事前：管理会計の予習
事後：同復習 演習

10 経営管理と会計⚓ 事前：管理会計の予習
事後：同復習 演習

11 経営管理と会計⚔ 事前：管理会計の予習
事後：同復習 演習

12 経営管理と会計⚕ 事前：管理会計の予習
事後：同復習 演習

13 経営管理と会計⚖ 事前：管理会計の予習
事後：同復習 演習

14 経営管理と会計⚗ 事前：管理会計の予習
事後：同復習 演習

15 経営管理と会計⚘ 事前：管理会計の予習
事後：同復習 演習

開 講 年 次 ⚓年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅰ（Seminar Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 川口 修

履 修 条 件
前提科目 簿記論Ⅰ・Ⅱ、管理会計論

そ の 他 なし

授業概要：
今年度は、前期に簿記・原価計算、後期に管理会計の考え方や経営管理者の役割について考察する。併せて、レポートの書き方を指導する。

授業目標：
管理会計の研究
管理会計の基礎にある原価計算を今年度は理解し、併せて、管理会計の考え方を考察する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
適宜指示する。

参考文献：
なし

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
夏休みの合宿でまとめを発表してもらう。また、適宜、レポートを要求して総合評価を行う。

学生へのアドバイス：
学ぶことと考えることの習慣をつけたい。実際の企業等の見学などを考慮し、楽しく学ぶことを考えている。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

16 経営管理と会計⚙ 事前：管理会計の予習
事後：同復習 演習

17 経営管理と会計10 事前：管理会計の予習
事後：同復習 演習

18 経営管理と会計11 事前：管理会計の予習
事後：同復習 演習

19 経営管理と会計12 事前：管理会計の予習
事後：同復習 演習

20 レポート作成⚑ 事前：課題発見と調査
事後：資料収集とまとめ 演習

21 レポート作成⚒ 事前：課題発見と調査
事後：資料収集とまとめ 演習

22 各自の課題を発見することの指導⚑ 事前：課題発見
事後：資料収集 演習

23 各自の課題を発見することの指導⚒ 事前：課題発見
事後：資料収集 演習

24 各自の課題を発見することの指導⚓ 事前：課題発見
事後：資料収集 演習

25 論文作成の指導⚑ 事前：収集資料のまとめ⚑
事後：収集資料のまとめ⚑ 演習

26 論文作成の指導⚒ 事前：収集資料のまとめ⚒
事後：収集資料のまとめ⚒ 演習

27 論文作成の指導⚓ 事前：収集資料のまとめ⚓
事後：収集資料のまとめ⚓ 演習

28 論文作成の指導⚔ 事前：収集資料のまとめ⚔
事後：収集資料のまとめ⚔ 演習

29 論文作成の指導⚕ 事前：収集資料のまとめ⚕
事後：収集資料のまとめ⚕ 演習

30 論文作成の指導⚖ 事前：収集資料のまとめ⚖
事後：収集資料のまとめ⚖ 演習
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス、及び情報社会、情報セキュリティの概要について説明する。 事前：シラバスを読む。
事後：配布資料を読む。 講義 40分、ディスカッション 50分

2 情報セキュリティの必要性、対策について学ぶ。その課題を行う。

事前：情報セキュリティを調
べる。

事後：情報セキュリティ基礎
を纏める。

講義 40分、ディスカッション30分、
課題 20分

3 暗号の歴史、及び暗号概論について学ぶ。その課題を行う。 事前：暗号について調べる。
事後：暗号を纏める。

講義 40分、ディスカッション30分、
課題 20分

4 共通鍵暗号、公開鍵暗号について学ぶ。その課題を行う。

事前：共通鍵暗号、公開鍵暗
号について調べる。

事後：共通鍵暗号、公開鍵暗
号を纏める。

講義 40分、ディスカッション30分、
課題 20分

5 パスワードについて学ぶ。その課題を行う。
事前：パスワードについて調

べる。
事後：パスワードを纏める。

講義 40分、ディスカッション30分、
課題 20分

6 サイバー犯罪について学ぶ。その課題を行う。
事前：サイバー犯罪について

調べる。
事後：サイバー犯罪を纏める。

講義 40分、ディスカッション30分、
課題 20分

7 情報通信倫理について学ぶ。その課題を行う。
事前：情報通信倫理について

調べる。
事後：情報通信倫理を纏める。

講義 40分、ディスカッション30分、
課題 20分

8 ハッカー倫理について学ぶ。その課題を行う。
事前：ハッカー倫理について

調べる。
事後：ハッカー倫理を纏める。

講義 40分、ディスカッション30分、
課題 20分

9 情報セキュリティ対策について学ぶ。その課題を行う。

事前：情報セキュリティ対策
について調べる。

事後：情報セキュリティ対策
を纏める。

講義 40分、ディスカッション30分、
課題 20分

10 PGP（Pretty Good Privacy）について学ぶ。その課題を行う。 事前：PGPについて調べる。
事後：PGPを纏める。

講義 40分、ディスカッション30分、
課題 20分

11 電子メールのセキュリティについて学ぶ。その課題を行う。

事前：電子メールのセキュリ
ティについて調べる。

事後：電子メールのセキュリ
ティを纏める。

講義 40分、ディスカッション30分、
課題 20分

12 WEBシステムのセキュリティについて学ぶ。その課題を行う。

事前：WEBシステムのセキュ
リティについて調べ
る。

事後：WEBシステムのセキュ
リティを纏める。

講義 40分、ディスカッション30分、
課題 20分

13 無線LANのセキュリティについて学ぶ。その課題を行う。

事前：無線LANのセキュリテ
ィについて調べる。

事後：無線LANのセキュリテ
ィを纏める。

講義 40分、ディスカッション30分、
課題 20分

開 講 年 次 ⚓年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅰ（Seminar Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 金 宰郁

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
本演習では、情報セキュリティ、および情報教育支援ソフトを支えるコンピュータ技術について、知見を深め、研究へと繋げる。

授業目標：
⑴ 情報セキュリティ（暗号・認証・セキュリティ）を支えるコンピュータ技術について、事例を通して、実践的に理解する。
⑵ 二次元コード、及び情報教育支援ソフトの利用方法、応用ソフトの作成、比較評価などの研究を行う。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
（授業内で指示）

参考文献：
（授業内で指示）

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（50％）、レポート等（50％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
毎回課題点を明らかにして授業に臨んで下さい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

14 クラウドのセキュリティについて学ぶ。その課題を行う。

事前：クラウドのセキュリテ
ィについて調べる。

事後：クラウドのセキュリテ
ィを纏める。

講義 40分、ディスカッション30分、
課題 20分

15 スマートフォンのセキュリティについて学ぶ。その課題を行う。

事前：スマートフォンのセキ
ュリティについて調べ
る。

事後：スマートフォンのセキ
ュリティを纏める。

講義 40分、ディスカッション30分、
課題 20分

16 プライバシー、及びネット詐欺と対策について学ぶ。その課題を行う。
事前：プライバシーについて

調べる。
事後：プライバシーを纏める。

講義 40分、ディスカッション30分、
課題 20分

17 ウィルスの基礎知識について学ぶ。その課題を行う。
事前：ウィルスについて調べ

る。
事後：ウィルスなどを纏める。

講義 40分、ディスカッション30分、
課題 20分

18 ウィルス感染防止・駆除対策について学ぶ。その課題を行う。

事前：ウィルス感染防止につ
いて調べる。

事後：ウィルス感染防止・駆
除対策を纏める。

講義 40分、ディスカッション30分、
課題 20分

19 認証概論について学ぶ。その課題を行う。
事前：認証概論について調べ

る。
事後：認証概論を纏める。

講義 40分、ディスカッション30分、
課題 20分

20 不正攻撃について学ぶ。その後、課題を行う。
事前：不正攻撃について調べ

る。
事後：不正攻撃を纏める。

講義 40分、ディスカッション30分、
課題 20分

21 情報セキュリティにおけるデジタル認証技術の概要、動向、及び次世代
デジタル認証技術を説明し、課題を行う。

事前：デジタル認証技術を調
べる。

事後：デジタル認証技術を纏
める。

講義 40分、ディスカッション30分、
課題 20分

22 メッセージ認証子（MAC）について説明し、プログラミングを通じてそ
の技術を確認する。

事前：MACについて調べる。
事後：MACを纏める。

講義 40分、ディスカッション30分、
課題 20分

23 ハッシュ（Hash）について説明し、プログラミングを通じてその技術を
確認する。

事前：Hashについて調べる。
事後：Hashを纏める。

講義 40分、ディスカッション30分、
課題 20分

24 デジタル署名について説明し、プログラミングを通じてその技術を確認
する。

事前：デジタル署名を調べる。
事後：デジタル署名を纏める。

講義 40分、ディスカッション30分、
課題 20分

25 多要素認証について説明し、プログラミングを通じてその技術を確認す
る。

事前：多要素認証を調べる。
事後：多要素認証を纏める。

講義 40分、ディスカッション30分、
課題 20分

26 生体認証について説明し、映像を見ながらディスカションを行い、その
課題を行う。

事前：生体認証について調べ
る。

事後：生体認証を纏める。

講義 40分、ディスカッション30分、
課題 20分

27 情報セキュリティ関連の最新話題について説明する。その課題を行う。

事前：情報セキュリティの最
新話題を調べる。

事後：情報セキュリティの最
新話題を纏める。

講義 40分、ディスカッション30分、
課題 20分

28 論文検索、及び研究調査を行う。
事前：研究計画を作成する。
事後：研究計画をもとに分析

を行う。
講義 20分、ディスカッション 70分

29 研究発表を行う。 事前：発表資料を作成する。
事後：問題点を整理する。 発表 60分、ディスカッション 30分

30 まとめとディスカッションを行う。 事前：新たな課題を設定する。
事後：研究する。 講義 30分、ディスカッション 60分
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教本：
なし

参考文献：
テーマに応じて指示

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
レポート・PPT等（50％）、地域活動（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
研究心をもって自主的に勉強する意欲を持つこと。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 演習活動の確認：年間テーマ・スケジュール案の検討を確認する。 事前：演習内容の理解
事後：年間スケジュールの調整

講義40分、ディスカッ
ション20分､
自主作業30分

⚒〜⚔
自身の研究活動の⚑年間、⚒年間の課題の設定及び研究手順の検
討を行う。
また、論文の書き方について学修する。

各回修正・調整：
事前：年間テーマ、卒論(レポート)内容の検討
事後：年間テーマ、卒論(レポート)内容のまとめ

講義40分、ディスカッ
ション20分､
自主作業30分

⚕〜10
活動地域の候補は、厚木市、神奈川県、新潟県など。その他自身の
研究活動のテーマに応じて地域を選定し実施する。時期は調整の
上決定

実施前：資料文献調査等により実施地域の現状を
理解

実施後：活動内容等のまとめ及び自身の課題解決
を図る

講義40分、ディスカッ
ション 20 分、自主作
業 30 分、現地実習も

あり

11・12 前期まとめ作業：現地調査のまとめ、資料文献調査など、前期研究
活動のまとめを行う。

事前：まとめ作業を行う
事後：まとめ作業を行う

講義40分、ディスカッ
ション20分､自主作業
30分、現地実習もあり

13〜15 前期まとめ：前期の活動実績を踏まえた自身の研究活動のまとめ
を行う。

事前：中間報告書を作成
事後：後学期に向けた作業検討を行う。

講義40分、ディスカッ
ション20分､自主作業
30分、現地実習もあり

16・17 課題の整理：前期作業を踏まえて、研究課題、研究方法等の修正及
び後学期作業スケジュールの確立を行う。

事前：研究テーマのまとめ
事後：研究テーマのまとめ

講義40分、ディスカッ
ション20分､自主作業
30分、現地実習もあり

18〜25
地域において研究活動を行う。実施地域は自身の研究テーマによ
り決定する。
地域での活動の実施時期は、現地の状況等により決定する。

実施前：資料文献調査等により実施地域の現状を
理解。
実施後：現地活動及びヒヤリング内容等のまとめ

及び自身の課題解決を図る

講義40分、ディスカッ
ション20分､自主作業
30分、現地実習もあり

26〜27 前期のまとめを踏まえ、⚑年間の研究成果のまとめを行う。
現地調査のまとめ、資料文献調査などを行う。

事前：まとめ作業を行う
事後：まとめ作業を行う

講義30分､
自主作業60分

28〜30 年間テーマのまとめ作業を行う。地域活動・資料文献調査・意見交
換等を踏まえ年間テーマのまとめ作業を行う。

各回：事前：意見交換を踏まえ課題解決・内容の整
理

事後：まとめ作業を行う

講義30分､
自主作業60分

開 講 年 次 ⚓年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅰ（SeminarⅠ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 古賀 学

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
実践活動などを踏まえて、「現場を知る」、「資料を読み込む」、「アイディアを発想する」、「表現する」、そして「報告する」ことの技術習得を行うととも

に、通常授業を基礎とした自身の自主的な研究課題解決を図る。地域での活動内容は地域の受入体制等の状況により決定する。現地活動は授業の振り替え
で行うものとする。
授業目標：
⚑．観光地域振興の実践的能力の育成。
⚒．提案・まとめ・発表能力の育成及び社会人に向けての自立のための意識向上。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

⚑ 授業の進め方、成績評価の仕方、レジメ作成方法等 事前：なし
事後：配布資料の確認 講義

⚒ 企業の社会的責任 事前：レジメ作成
事後：内容の考察・修正 プレゼンテーション

⚓ 企業の社会的責任論 事前：レジメ作成
事後：内容の考察・修正 プレゼンテーション

⚔ 企業の社会貢献 事前：レジメ作成
事後：内容の考察・修正 プレゼンテーション

⚕ 会社機関によるコーポレート・ガバナンス 事前：レジメ作成
事後：内容の考察・修正 プレゼンテーション

⚖ 外部監視によるコーポレート・ガバナンス 事前：レジメ作成
事後：内容の考察・修正 プレゼンテーション

⚗ 社会的責任投資（SRI） 事前：レジメ作成
事後：内容の考察・修正 プレゼンテーション

⚘ 企業倫理の制度化 事前：レジメ作成
事後：内容の考察・修正 プレゼンテーション

⚙ アメリカにおける企業倫理 事前：レジメ作成
事後：内容の考察・修正 プレゼンテーション

10 日本における企業倫理 事前：レジメ作成
事後：内容の考察・修正 プレゼンテーション

11 コンプライアンス・マネジメント 事前：レジメ作成
事後：内容の考察・修正 プレゼンテーション

12 企業の環境経営 事前：レジメ作成
事後：内容の考察・修正 プレゼンテーション

13 環境経営戦略 事前：レジメ作成
事後：内容の考察・修正 プレゼンテーション

14 排出権取引と環境経営 事前：レジメ作成
事後：内容の考察・修正 プレゼンテーション

15 企業と環境ビジネス 事前：レジメ作成
事後：内容の考察・修正 プレゼンテーション

開 講 年 次 ⚓年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅰ（Seminar Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 佐久間 信夫

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
演習のテーマはCSRですが、プレゼンテーションや討論、共同研究などを通して、コミュニケーション能力や協調性、社会性を養っていきます。卒論テ

ーマは各自が自由に決めます。

授業目標：
論理的に思考し、それを表現することができる。プレゼンテーションや討論で的確な受け答えができる。仲間と協力して調査・研究をし、⚑つの結論を

導くことができる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
佐久間・田中編著『改訂版CSR経営要論』創成社

参考文献：

成績評価の方法、評価基準：
授業参加状況等（80％）、小テスト・レポート等（20％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
ゼミの仲間と楽しみながら、社会人としての能力を養ってください。大学生の生活で、最も充実しているのがゼミの活動です。積極的に参加してくださ

い。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

16 授業の進め方、成績評価の仕方、レポート等 事前：なし
事後：配布資料の確認 講義

17 卒論テーマの発表 事前：レジメ作成
事後：レジメ修正 プレゼンテーション

18 卒論テーマの発表 事前：レジメ作成
事後：レジメ修正 プレゼンテーション

19 各自の卒論内容をレジメに基づいて発表 事前：レジメ作成
事後：内容の修正 プレゼンテーション

20 各自の卒論内容をレジメに基づいて発表 事前：レジメ作成
事後：内容の修正 プレゼンテーション

21 各自の卒論内容をレジメに基づいて発表 事前：レジメ作成
事後：内容の修正 プレゼンテーション

22 各自の卒論内容をレジメに基づいて発表 事前：レジメ作成
事後：内容の修正 プレゼンテーション

23 各自の卒論内容をレジメに基づいて発表 事前：レジメ作成
事後：内容の修正 プレゼンテーション

24 各自の卒論内容をレジメに基づいて発表 事前：レジメ作成
事後：内容の修正 プレゼンテーション

25 各自の卒論内容をレジメに基づいて発表 事前：レジメ作成
事後：内容の修正 プレゼンテーション

26 各自の卒論内容をレジメに基づいて発表 事前：レジメ作成
事後：内容の修正 プレゼンテーション

27 各自の卒論内容をレジメに基づいて発表 事前：レジメ作成
事後：内容の修正 プレゼンテーション

28 各自の卒論内容をレジメに基づいて発表 事前：レジメ作成
事後：内容の修正 プレゼンテーション

29 各自の卒論内容をレジメに基づいて発表 事前：レジメ作成
事後：内容の修正 プレゼンテーション

30 各自の卒論内容をレジメに基づいて発表 事前：レジメ作成
事後：内容の修正 プレゼンテーション
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

⚑ オリエンテーション 事前：なし
事後：なし

講義
90分

⚒ 環境変化と多角化経営 事前：なし
事後：講義内容の確認

講義
90分

⚓ 事業変革と革新 事前：なし
事後：講義内容の確認

講義
90分

⚔ 外部環境への適応と新事業創造 事前：なし
事後：講義内容の確認

講義
90分

⚕ ミッションとビジョン 事前：なし
事後：講義内容の確認

講義
90分

⚖ 事業領域とコアコンピタンス経営 事前：なし
事後：講義内容の確認

講義
90分

⚗ 課題図書の輪読 ① 要約の作成 事前：なし
事後：講義内容の確認

グループワーク
90分

⚘ 課題図書の輪読 ② パワーポイント資料の作成 事前：なし
事後：講義内容の確認

グループワーク
90分

⚙ 課題図書の輪読 ③ プレゼンテーションの方法 事前：なし
事後：講義内容の確認

グループワーク
90分

10 論理的思考や経営学における考え方 事前：なし
事後：講義内容の確認

グループワーク
90分

11 グループ発表 ① 事前：なし
事後：プレゼン大会への準備

グループワーク
90分

12 グループ発表 ② 事前：なし
事後：プレゼン大会への準備

グループワーク
90分

13 グループ発表 ③ 事前：なし
事後：プレゼン大会への準備

グループワーク
90分

14 PPM分析 事前：なし
事後：講義内容の確認

講義
90分

15 金のなる木の衰退と事業の撤退 事前：なし
事後：講義内容の確認

講義
90分

開 講 年 次 ⚓年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅰ（Seminar Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 清水 健太

履 修 条 件
前提科目 経営学総論の単位を修得していること。

そ の 他 なし

授業概要：
経営学の諸問題の中から、各学生の興味・関心のある内容について学習し、最終的には研究成果を外部の研究発表大会にて発表することを目的にする。

また、上記の目標を達成した内容をベースに演習Ⅱにおける卒業論文を執筆する基礎力を身につけることも目的とする。

授業目標：
・経営学の興味・関心のある領域に関する幅広い知識を身につける。
・経営学の学習を通して、プレゼン方法、情報収集能力、コミュニケーション能力といった就職活動で求められる内容についての能力を養う。

卒業論文の研究テーマを決める。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
佐久間信夫編(2024)『入門企業論』法律文化社
初回に学生の学びたい内容などを確認し、決定する（特になければ経営戦略論

をベースに検討する）。

参考文献：
初回に学生の学びたい内容などを確認し、決定する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（40％）、小テスト・レポート等（60％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
原則、外部の研究発表大会に出場することを求めます。相応の参加意欲がある学生を望みます。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

16 問題児の育成とコーポレート・ベンチャリング ① 事前：なし
事後：講義内容の確認

講義
90分

17 問題児の育成とコーポレート・ベンチャリング ② 事前：なし
事後：講義内容の確認

講義
90分

18 オープン・イノベーションと大企業の新事業創造 事前：なし
事後：講義内容の確認

講義
90分

19 企業の資料収集方法 事前：なし
事後：情報収集方法の確認

講義
90分

20 グループ発表 ④ 事前：なし
事後：プレゼン大会への準備

グループワーク
90分

21 グループ発表 ⑤ 事前：なし
事後：プレゼン大会への準備

グループワーク
90分

22 グループ発表 ⑥ 事前：なし
事後：プレゼン大会への準備

グループワーク
90分

23 プレゼン大会への準備 ① 事前：なし
事後：発表の最終確認

グループワーク
90分

24 プレゼン大会への準備 ② 事前：なし
事後：発表の最終確認

グループワーク
90分

25 プレゼン大会への準備 ③ 事前：なし
事後：発表の最終確認

グループワーク
90分

26 卒業論文研究テーマの発表 ① 事前：なし
事後：テーマの確認

グループワーク
90分

27 卒業論文研究テーマの発表 ② 事前：なし
事後：テーマの確認

グループワーク
90分

28 卒業論文研究テーマの発表 ③ 事前：なし
事後：テーマの確認

グループワーク
90分

29 ⚑年間の振り返り 事前：なし
事後：なし

グループワーク
90分

30 演習のまとめ 事前：なし
事後：なし

グループワーク
90分
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：好きな作家を調べる
事後：振り返りとまとめ

講義60分、グループワーク20分､
発表10分

2 作家の分析⑴：指定された作家についての資料を収集する。
資料を読み、疑問点・興味のある点について議論・整理する。

事前：資料を読む
事後：振り返りとまとめ

講義30分、グループワーク30分､
議論30分

3 作家の分析⑵：作家についての先行研究を調べる。
資料を読み、疑問点・興味のある点について議論・整理する。

事前：資料を読む
事後：振り返りとまとめ

講義30分、グループワーク30分､
議論30分

4〜8 作品の分析⑴：自分が選んだ作品について担当者が報告し、議論を行う。 事前：発表準備、作品を読む
事後：振り返りとまとめ 発表30分、議論60分

9 自分の問いを再度整理し、資料や先行研究を調査してまとめる。 事前：発表準備、作品を読む
事後：振り返りとまとめ 発表準備60分、発表30分

10〜14 作品の分析⑵：自分が選んだ作品について担当者が報告し、議論を行う。 事前：発表準備、作品を読む
事後：振り返りとまとめ 発表30分、議論60分

15 作家と作品について改めて議論し、振り返りまとめる。 事前：レポートの作成
事後：レポートの完成 議論60分、まとめ30分

16 各自のテーマとする作品または作家について各自発表する。 事前：発表準備
事後：振り返りとまとめ 発表30分、議論60分

17〜21 作品の分析⑶：自分が選んだ作品について担当者が報告し、議論を行う。 事前：発表準備
事後：振り返りとまとめ 発表30分、議論60分

22〜24 自分のプレゼンテーションをもとに論文を作成する。 事前：論文作成
事後：論文のリライト 講義30分、個人指導60分

25〜29 作品の分析⑷：自分が選んだ作品について担当者が報告し、議論を行う。 事前：発表準備
事後：振り返りとまとめ 発表30分、議論60分

30 ⚑年全体を振り返りまとめる。 事前：論文のリライト
事後：論文の完成 振り返り60分、まとめ30分

開 講 年 次 ⚓年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅰ（Seminar Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 白石 佳和

履 修 条 件
前提科目 日本語関連科目

そ の 他

授業概要：
この授業では、日本近現代文学の作品や作家について分析や考察を行うことを学びます。資料や先行研究の調査のしかた、プレゼンテーション・ディス

カッションの技術を習得します。
前期はこちらが指定した作家の作品（今年度は温又柔さん）の分析を全員で行い、後期は各自のテーマに沿って分析を行い発表します。

授業目標：
学生が、自分独自の視点を持ち学術的方法によって、文学作品の分析と考察を行えるようになることを目標とする。

⚑．関連する資料・先行研究を調査する
⚒．自分の分析についての問いを立てる
⚓．自分の問いをもとに作品を分析する
⚔．発表資料を作成する
⚕．質疑応答し、発表を振り返る

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式

教本：
プリントを配布する。

参考文献：
授業で紹介する。

成績評価の方法、評価基準：
授業参加状況等（20％）、提出物・発表（40％）、レポート・論文（40％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
後期は自分が選んだ文学作品を分析します。お互い刺激し合いながら楽しく授業に参加しましょう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1

ガイダンス：開講にあたり、ガイダンスを行う。
受講における約束、テスト、評価等の説明等を
行う。企業法の特色を示し、企業法を学んでい
くうえでの心構え等を説明する。

事前：
事後：次回講義のための準備六法・テキスト等の購入、企業法分野について

の事前のチェックをする。企業法とは何かについて考える。

講義 30分、
質疑応答 60分｡

2
事業を行うための法形態（企業形態）について
概観し、その創意と相違について深く理解し、
その課題と活用について検討する。

事前：事業を行うための法形態（企業形態）、その課題と活用について確認
をする。

事後：事業を行うための法形態（企業形態）、その課題と活用について確認
し、ノートにまとめる。

講義 30分、
質疑応答 60分｡

3
会社の権利能力およびその制限について概観
し、会社の権利能力について深く理解し、その
課題と対策について検討する。

事前：会社の権利能力およびその制限、その課題と対策について確認する。
事後：会社の権利能力およびその制限、その課題と対策について確認し、ノ

ートにまとめる。

講義 30分、
質疑応答 60分｡

4
権利能力なき社団について概観し、会社の権利
能力について深く理解し、その課題と対策につ
いて検討する。

事前：権利能力なき社団について、その課題と対策について確認する。
事後：権利能力なき社団について、その課題と対策について確認し、ノート

にまとめる。

講義 30分、
質疑応答 60分｡

5

会社の使用人と代理商について概観し、会社の
人的施設（事業の補助システム）について深く
理解し、会社運営、課題と活用について検討す
る。

事前：会社の人的施設（事業の補助システム）を確認し、会社運営、課題と
活用について考察する。

事後：会社の人的施設（事業の補助システム）を確認し、会社運営、課題と
活用について考察し、ノートにまとめる。

講義 30分、
質疑応答 60分｡

6 会社の事業譲渡について概観し、事業譲渡につ
いて深く理解し、その課題と活用を検討する。

事前：事業譲渡について確認し、その課題と活用を考察する。
事後：事業譲渡について確認し、その課題と活用を考察し、ノートにまとめ

る。

講義 30分、
質疑応答 60分｡

⚗
株式会社の特質について概観し、株式会社の特
質について深く理解し、その課題と活用につい
て検討する。

事前：株式会社の特質について確認し、その課題と活用について考察する
事後：株式会社の特質について確認し、その課題と活用について考察し、ノ

ートにまとめる。

講義 30分、
質疑応答 60分｡

⚘
株式会社の規模等に応じた規制について概観
し、株式会社の規模等に応じた規制を深く理解
し、その課題と活用について検討する。

事前：株式会社の規模等に応じた規制について確認し、その課題と活用につ
いて考察する。

事後：株式会社の規模等に応じた規制について確認し、その課題と活用につ
いて考察し、ノートにまとめる。

講義 30分、
質疑応答 60分｡

⚙
企業グループに関する規制について概観し、企
業グループに関する規制について深く理解し、
その課題と活用について検討する。

事前：企業グループに関する規制について確認し、その課題と活用について
考察する。

事後：企業グループに関する規制について確認し、その課題と活用について
考察し、ノートにまとめる。

講義 30分、
質疑応答 60分｡

10
変態設立事項について概観し、変態設立事項に
ついて深く理解し、その課題と活用について検
討する。

事前：変態設立事項について確認し、その課題と活用について考察する
事後：変態設立事項について確認し、その課題と活用について考察し、ノー

トにまとめる。

講義 30分、
質疑応答 60分｡

11
設立中の会社と発起人組合について概観し、設
立中の会社と発起人組合について深く理解し、
その課題と活用を検討する。

事前：設立中の会社と発起人組合について確認し、その課題と活用を考察す
る。

事後：設立中の会社と発起人組合について深く理解し、その課題と活用を検
討し、ノートにまとめる。

講義 30分、
質疑応答 60分｡

12

違法な会社設立・会社不成立と会社組織に関す
る訴えについて概観し、違法な会社設立・会社
不成立および会社組織に関する訴えについて深
く理解し、その課題と対策について検討する。

事前：違法な会社設立・会社不成立および会社組織に関する訴えについて確
認し、その課題と対策について考察する。

事後：違法な会社設立・会社不成立および会社組織に関する訴えについて確
認し、その課題と対策について検討し、ノートにまとめる。

講義 30分、
質疑応答 60分｡

13

会社設立に関する設立関与者等の責任について
概観し、会社設立に関する設立関与者等の責任
について深く理解し、その課題と対策について
検討する。

事前：会社設立に関する設立関与者等の責任について確認し、その課題と対
策について考察する。

事後：会社設立に関する設立関与者等の責任について確認し、その課題と対
策について検討し、ノートにまとめる。

講義 30分、
質疑応答 60分｡

開 講 年 次 ⚓年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅰ（Seminar Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 新城 將孝

履 修 条 件
前提科目 ビジネス法Ⅰ・Ⅱ、企業組織法Ⅰ・Ⅱ（同時履修も含め、好ましい。）

そ の 他 なし

授業概要：
企業に関する法について研究を行います。中心となるのは、商法と会社法です。民法、経済法の話にも及びます。今日の経済社会の中で、企業はどうあ

るべきか、また、どう経営されていくべきか等、法的側面から考察していきます。
授業目標：

企業法としての商法・会社法について深く考察し、卒業論文につなげていく事を目標とします。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
「ポケット六法」または「デイリ―六法」等、六法は必ず準備してください。

参考文献：
初回講義日に伝える。

成績評価の方法、評価基準：
授業参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（25％）、定期試験（25％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
テーマを割当、報告することを求めます。授業への参加等を積極的とし、特に六法の活用を心掛けてください。予習・復習もお願いします。

オフィスアワー：
初回講義日に伝えます。

14
株式と資本金の額との関係について概観し、株
式と資本金の額との関係について深く理解し、
その課題について検討する。

事前：株式と資本金の額との関係について確認し、その課題について考察す
る。

事後：株式と資本金の額との関係について確認し、その課題について検討
し、ノートにまとめる。

講義 30分、
質疑応答 60分｡

15
株式の法的性質について概観し、株式の法的性
質について深く理解し、その課題について検討
する。

事前：株式の法的性質について確認し、その課題について考察する。
事後：株式の法的性質について確認し、その課題について検討し、ノートに

まとめる。

講義 30分、
質疑応答 60分｡

16
株主の監督是正権について概観し、株主の監督
是正権について深く理解し、その課題について
検討する。

事前：株主の監督是正権について確認し、その課題について考察する。
事後：株主の監督是正権について確認し、その課題について検討し、ノート

にまとめる。

講義 30分、
質疑応答 60分｡

17
株主平等の原則について概観し、株主平等の原
則について深く理解し、その課題について検討
する。

事前：株主平等の原則について確認し、その課題について考察する。
事後：株主平等の原則について確認し、その課題について検討し、ノートに

まとめる。

講義 30分、
質疑応答 60分｡

18

株主の権利行使に関する利益供与の禁止につい
て概観し、株主の権利行使に関する利益供与の
禁止について深く理解し、その課題と対策につ
いて検討する。

事前：株主の権利行使に関する利益供与の禁止について確認し、その課題と
対策について考察する。

事後：株主の権利行使に関する利益供与の禁止について確認し、その課題と
対策について検討し、ノートにまとめる。

講義 30分、
質疑応答 60分｡

19
自己株式の取得について概観し、自己株式の取
得について深く理解し、その課題について検討
する。

事前：自己株式の取得について確認し、その課題について考察する。
事後：自己株式の取得について確認し、その課題について検討し、ノートに

まとめる。

講義 30分、
質疑応答 60分｡

20
株式発行による資金調達について概観し、株式
発行による資金調達について深く理解し、その
課題について検討する。

事前：株式発行による資金調達について確認し、その課題について考察す
る。

事後：株式発行による資金調達について確認し、その課題について検討し、
ノートにまとめる。

講義 30分、
質疑応答 60分｡

21
株式会社の機関設計に関する規制について概観
し、株式会社の機関設計に関する規制について
深く理解し、その課題について検討する。

事前：株式会社の機関設計に関する規制について確認し、その課題について
考察する。

事後：株式会社の機関設計に関する規制について確認し、その課題について
検討し、ノートにまとめる。

講義 30分、
質疑応答 60分｡

22
株主総会の権限について概観し、株主総会の権
限について深く理解し、その課題について検討
する。

事前：株主総会の権限について確認し、その課題について考察する。
事後：株主総会の権限について確認し、その課題について検討し、ノートに

まとめる。

講義 30分、
質疑応答 60分｡

23
株式の相互保有について概観し、株式の相互保
有について深く理解し、その課題について検討
する。

事前：株式の相互保有について確認し、その課題について考察する。
事後：株式の相互保有について確認し、その課題について検討し、ノートに

とめる。

講義 30分、
質疑応答 60分｡

24
株主総会の決議方法と決議の瑕疵について概観
し、株主総会の決議方法と決議の瑕疵について
深く理解し、その課題について検討する。

事前：株主総会の決議方法と決議の瑕疵について確認し、その課題について
考察する。

事後：株主総会の決議方法と決議の瑕疵について確認し、その課題について
検討し、ノートにまとめる。

講義 30分、
質疑応答 60分｡

25
会社の業務執行と代表について概観し、会社の
業務執行と代表について深く理解し、その課題
について検討する。

事前：会社の業務執行と代表について確認し、その課題について考察する。
事後：会社の業務執行と代表について確認し、その課題について検討し、ノ

ートにまとめる。

講義 30分、
質疑応答 60分｡

26
取締役と会社との関係について概観し、取締役
と会社との関係について深く理解し、その課題
を検討する。

事前：取締役と会社との関係について確認し、その課題を考察する。
事後：取締役と会社との関係について確認し、その課題を検討し、ノートに

まとめる。

講義 30分、
質疑応答 60分｡

27
会社と取締役の利益相反行為について概観し、
会社と取締役の利益相反行為について深く理解
し、その課題を検討する。

事前：会社と取締役の利益相反行為について確認し、その課題を考察する。
事後：会社と取締役の利益相反行為について確認し、その課題を検討し、ノ

ートにまとめる。

講義 30分、
質疑応答 60分｡

28 取締役の報酬について概観し、取締役の報酬に
ついて深く理解し、その課題を検討する。

事前：取締役の報酬について確認し、その課題を考察する。
事後：取締役の報酬について確認し、その課題を検討し、ノートにまとめる｡

講義 30分、
質疑応答 60分｡

29
取締役の会社に対する責任について概観し、取
締役の会社に対する責任について深く理解し、
その課題について検討する。

事前：取締役の会社に対する責任について確認し、その課題について考察す
る。

事後：取締役の会社に対する責任について確認し、その課題について検討
し、ノートにまとめる。

講義 30分、
質疑応答 60分｡

30
取締役の第三者に対する責任について概観し、
取締役の第三者に対する責任について深く理解
し、その課題について検討する。

事前：取締役の第三者に対する責任について確認し、その課題について考察
する。

事後：取締役の第三者に対する責任について確認し、その課題について検討
し、ノートにまとめる。

講義 30分、
質疑応答 60分｡
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開 講 年 次 ⚓年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅰ（Seminar Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 髙橋 琢也

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
企業は、日々、利益獲得を目的のひとつとして活動している。そして、活動した結果を、簿記の知識と技術を使って一組の財務諸表を作成し、報告する

ことになる。本演習では、「簿記会計」をテーマとして、これに基づく知識、特に財務会計を中心に理解を深める。
また、演習Ⅱで卒業論文を作成することを前提に、演習Ⅰの授業を行っていく。

授業目標：
演習Ⅰをとおして、演習Ⅱで卒業論文を作成できる知識や能力（心構えを含む）を身につけることを目標とする。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式

教本：
初回の演習時に伝える。

参考文献：
桜井久勝『財務会計講義』（最新版）、中央経済社。

成績評価の方法、評価基準：
平常点（30％）とレポート・報告（70％）で評価する。

学生へのアドバイス：
毎回の授業に参加することが必須の条件になる。また、ゼミ生同士で協力するべきときにきちんと協力すること。
なお、シラバスの計画は予定であり、適宜必要に応じて内容を柔軟に変更する。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション
ゼミの目的の確認、報告事項の確認、報告の順番決め等を行う。

事前：特になし
事後：次回以降のための準備 講義 90分

2 複式簿記の理解確認
ゼミを行ううえで必要となる簿記の知識を確認する。

事前：報告準備と内容の確認
事後：テーマ内容の追加研究

講義 20分
演習 70分

⚓〜27 報告（個別論点）
それぞれに割り当てた報告事項について報告してもらう。

事前：報告準備と内容の確認
事後：テーマ内容の追加研究

報告 50分
質疑 40分

28〜30 報告（卒業論文の下準備）
それぞれのテーマに基づいてまとめて報告してもらう。

事前：報告準備と内容の確認
事後：内容の再確認と改善

報告 50分
質疑 40分
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 The United Kingdom, Why is there no UK football team?
College Sports : Multibillion Dollar Amateurs

事前：テクスト
事後：質問と論点

音読30分
ディスカッション60分

2 Challenges for the UK
College sports : Multibillion Dollar Amateurs

事前：テクスト
事後：質問と論点

音読30分
ディスカッション60分

3 Multicultural Britain : 64 languages in one school
The Rise of the Megachurches

事前：テクスト
事後：質問と論点

音読30分
ディスカッション60分

4 Migration
The Rise of the Megachurches

事前：テクスト
事後：質問と論点

音読30分
ディスカッション60分

5 The UK and the EU, Brexit : The vote and language
The Dream of a Colorblind America

事前：テクスト
事後：質問と論点

音読30分
ディスカッション60分

6 So, why did over 17 million people ignore the advice of experts?
The Dream of a colorblind America

事前：テクスト
事後：質問と論点

音読30分
ディスカッション60分

7 Tea, The social oil
America : A Bilingual Country?

事前：テクスト
事後：質問と論点

音読30分
ディスカッション60分

8 Meals with tea : afternoon tea and high tea
America : Bilingual Country?

事前：テクスト
事後：質問と論点

音読30分
ディスカッション60分

9 Social classes, Class isn’t always serious
Steve Jobs’ Legacy

事前：テクスト
事後：質問と論点

音読30分
ディスカッション60分

10 Sports, TV, drinks, and clothes all show your social class
Steve Jobs’ Legacy

事前：テクスト
事後：質問と論点

音読30分
ディスカッション60分

11 Schools and Education, Britain’s school system
Disney and Marvel : The Little Mermaid Meets the Incredible Hulk

事前：テクスト
事後：質問と論点

音読30分
ディスカッション60分

12 Britain’s testing culture and challenges
Disney and Marvel : The Little Mermaid Meets the Incredible Hulk

事前：テクスト
事後：質問と論点

音読30分
ディスカッション60分

13 University students and higher education : Today ; Social change
The Appeal of Aloha

事前：テクスト
事後：質問と論点

音読30分
ディスカッション60分

14 Paying to be a student
The Appeal of Aloha

事前：テクスト
事後：質問と論点

音読30分
ディスカッション60分

15 Women in Society : Ladettes and high academic performance
New York City : Tragedy, Energy, and Optimism

事前：テクスト
事後：質問と論点

音読30分
ディスカッション60分

開 講 年 次 ⚓年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅰ（Seminar Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 廣本 和枝

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
英国、アメリカ合衆国について書かれた英語のテキストを読むことを中心に、映像や、音楽なども交えて、演習形式で行います。

授業目標：
英語文化圏の人々の物の見方や生活様式について、視野を広げ、理解を深めることを目標とします。併せて、CEFR(Common European Framework of

Reference)のB2（英検⚒級レベル）を目指す習得も目標です。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ 〇

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
Welcome to Britain T. Knight 鶴見書店
Iconic America J. Miller, T. Kaya 成美堂

参考文献：
The USA Customs and Institutions(E. & M. Tiersky)
A Litte History of England (D. Ross & J. Short)

成績評価の方法、評価基準：
授業参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
与えられた課題に積極的に取り組んでください。また、英検⚒級合格を目指し、英語を楽しく学ぶことを願っています。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

16 Politics and Business
New York City : Tragedy, Energy, and Optimism

事前：テクスト
事後：質問と論点

音読30分
ディスカッション60分

17 Science, inventions and business, “Failures are finger posts on the road to achievement.”
Los Angeles : America’s Most Creative City

事前：テクスト
事後：質問と論点

音読30分
ディスカッション60分

18 R & D and manufacturing
Los Angeles : America’s Most Creative City

事前：テクスト
事後：質問と論点

音読30分
ディスカッション60分

19 Politics and Government, Britain’s leaders : human in good and bad ways
The Grand Canyon : Conservation vs. Development

事前：テクスト
事後：質問と論点

音読30分
ディスカッション60分

20 Would you like to join a party?
The Grand Canyon : Conservation vs. Development

事前：テクスト
事後：質問と論点

音読30分
ディスカッション60分

21 Food, Convenience food
Starbucks : The Third Place

事前：テクスト
事後：質問と論点

音読30分
ディスカッション60分

22 Britain’s favourite foods
Starbucks : The Third Place

事前：テクスト
事後：質問と論点

音読30分
ディスカッション60分

23 Music and fashion, Women rule in the early 21st century
Hip Hop : From the Ghetto to the Mainstream

事前：テクスト
事後：質問と論点

音読30分
ディスカッション60分

24 Pop subcultures come and go
Hip Hop : From the Ghetto to the Mainstream

事前：テクスト
事後：質問と論点

音読30分
ディスカッション60分

25 Fantasy and castles, Britain and Japan linked in fantasy
Amazon. Com

事前：テクスト
事後：質問と論点

音読30分
ディスカッション60分

26 Fantasy and films
Amazon. Com

事前：テクスト
事後：質問と論点

音読30分
ディスカッション60分

27 Language, Language and Social class
From Wild Child to Goodwill Ambassador

事前：テクスト
事後：質問と論点

音読30分
ディスカッション60分

28 Rhyming slang and American English
From Wild Child to Goodwill Ambassador

事前：テクスト
事後：質問と論点

音読30分
ディスカッション60分

29 The arts, Literary, Literary Festivals
Facebook : An Almost-Global Phenomenon

事前：テクスト
事後：質問と論点

音読30分
ディスカッション60分

30 Homes, gardens and the countryside
Facebook : An Almost-Global Phenomenon

事前：テクスト
事後：質問と論点

音読30分
ディスカッション60分
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション
事前：なし
事後：授業を通じて何を考えたか

まとめる

講義 30分・グループワー
ク 30分・発表 30分

2 文章読解Ⅰ
各自興味がある領域の文献をよみ、話し合います

事前：配付資料を読む
事後：考えをまとめる

講義 60分・ディスカッシ
ョン 30分

3 文章読解Ⅱ
各自興味がある領域の文献をよみ、話し合います

事前：配付資料を読む
事後：考えをまとめる

講義 60分・ディスカッシ
ョン 30分

4 文章読解Ⅲ
各自興味がある領域の文献をよみ、話し合います

事前：配付資料を読む
事後：考えをまとめる

講義 60分・ディスカッシ
ョン 30分

5 文章読解Ⅳ
各自興味がある領域の文献をよみ、話し合います

事前：配付資料を読む
事後：授業内容をまとめる

講義 60分・ディスカッシ
ョン 30分

6 文章読解Ⅴ
各自興味がある領域の文献をよみ、話し合います

事前：配付資料を読む
事後：授業内容をまとめる

講義 60分・ディスカッシ
ョン 30分

7
卒論テーマの検討
自分が今どういうことに興味関心があるのか話し合い、次年度の卒論テーマの
方向性を探ります

事前：自分の興味関心を整理する
事後：授業で何を考えたかまとめ

る

講義 10分・ディスカッシ
ョン 60分・発表 20分

8
プレゼンテーションⅠ テーマ設定
テーマ設定グループに分かれ、それぞれテーマを設定し、作業を分担していき
ます

事前：自分の興味関心についての
文献をよむ

事後：分担にそって作業

講義 10分・グループワー
ク80分

9
プレゼンテーションⅡ 準備
準備グループ毎に素材をもちより、流れをきめ、補足する資料等を検討してい
きます

事前：作業割り当てに沿って準備
事後：プレゼン資料を作成する グループワーク 90分

10 プレゼンテーションⅢ 発表
発表グループ毎にプレゼンテーションをし、互いに改善点を話し合います

事前：プレゼンのシミュレーション
事後：プレゼンで何を改善すべき

かをまとめる

発表 60分・ディスカッシ
ョン 30分

11 データの読み方
量的調査についてどう理解するかを理解します

事前：配付資料を読む
事後：考えをまとめる

講義70分・ディスカッシ
ョン 20分

12 データの活用の仕方：レポートや論文において、各種データをどう活用するか
理解します

事前：配付資料を読む
事後：授業内容をまとめる

講義 60分・グループワー
ク 30分

13 データの活用の実践Ⅰ
各自、データを使ってミニレポートを作成します

事前：配付資料をよむ
事後：レポートの改善点を考える 講義 90分

14 データの活用の実践Ⅱ
各自、データを使ったプレゼンテーションを行います

事前：プレゼン資料を作成
事後：プレゼンの改善点を考える

講義 10分・発表50分・デ
ィスカッション 30分

15 前期のふりかえり
前期の活動を総括し、自分の成長を理解し、今後の課題を設定します

事前：前期の自分をふりかえって
おく

事後：課題をどう実践するか考える

講義 30分・ディスカッシ
ョン 60分

開 講 年 次 ⚓年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅰ（Seminar Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 深谷 野亜

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
演習Ⅰでは、次年度の卒業論文につながるように基礎知識やスキルの獲得をめざします。主体的にゼミに取り組んでもらうことを通じて、一人一人の成

長につなげていきたいと考えています。読む・書く・プレゼンをするといったスキルを身につけていきましょう

授業目標：
来年度の卒業論文のテーマを各自がみつけます。また、卒業論文作成のために必要な基礎力の育成をめざします

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
適宜資料を配付します

参考文献：
授業中に指示します

成績評価の方法、評価基準：
授業参加状況等（60％）、プレゼンテーション・レポート等（40％）

学生へのアドバイス：
ゼミは大学生活の集大成ともいえるものです。楽しく仲良く授業をすすめながら、各自問題意識を持って着実に成長しましょう

オフィスアワー：
初回講義日に伝えます。

16
夏休みの報告
前期の課題を夏休み期間中どう実践したのかを報告し、後期の課題とそのため
の方策についてまとめます

事前：夏休みの活動を振り返る
事後：どう実践するか考える

講義 20分・発表 50分・デ
ィスカッション 20分

17 文章読解Ⅵ
各自関心がある領域の文献を読み、話し合います

事前：配付資料を読む
事後：考えをまとめる

講義 60分・ディスカッシ
ョン 30分

18 文章読解Ⅶ
各自関心がある領域の文献を読み、話し合います

事前：配付資料を読む
事後：考えをまとめる

講義 60分・ディスカッシ
ョン 30分

19 文章読解Ⅷ
各自関心がある領域の文献を読み、話し合います

事前：配付資料を読む
事後：考えをまとめる

講義 60分・ディスカッシ
ョン 30分

20 プレゼンテーションⅣ テーマ設定
テーマ設定グループに分かれ、それぞれテーマを設定し、作業を分担します

事前：テーマ案を考える
事後：分担にそって作業

講義 10分・グループワー
ク 80分

21 プレゼンテーションⅤ 準備
準備グループ毎に素材をもちより、補足する資料等を検討します

事前：持ち寄る資料を作成
事後：分担にそって作業 グループワーク 90分

22 プレゼンテーションⅥ 発表
発表グループ毎にプレゼンテーションをし、互いに改善点を話し合います

事前：プレゼンのシミュレーション
事後：改善点をまとめる

発表 60分・ディスカッシ
ョン 30分

23 アカデミックライティングの基礎Ⅰ
引用文献のつけかたなど、アカデミックライティングの基礎を理解します

事前：配付資料を読む
事後：配付問題を解く

講義 70分・グループワー
ク 20分

24 アカデミックライティングの基礎Ⅱ
実際に、いくつかの資料をつかってミニレポートを作成します

事前：前回の復習
事後：書いたレポートを確認

講義 20分・グループワー
ク 70分

25
アカデミックライティングの基礎Ⅲ
第13回で各自が作成したミニレポートをふりかえり、自分の成長と課題を確認
します

事前：ミニレポートを読む
事後：成長と課題をまとめる

講義 30分・発表 20分・グ
ループワーク 40分

26 プレゼンテーションⅦ テーマ設定
テーマ設定グループに分かれ、それぞれテーマを設定し、作業を分担します

事前：テーマ案を考える
事後：分担にそって作業

講義 10分・グループワー
ク 80分

27 プレゼンテーションⅧ 準備
準備グループ毎に素材をもちより、流れをきめ、補足する資料等を検討します

事前：持ち寄る資料を作成
事後：分担にそって作業 グループワーク 90分

28 プレゼンテーションⅨ 発表
発表グループ毎にプレゼンテーションをし、批評します

事前：プレゼンのシミュレーション
事後：改善点をまとめる

発表 60分・ディスカッシ
ョン 30分

29 卒論テーマの検討Ⅱ
各自自分のテーマについて話し合い、課題をまとめます

事前：テーマ案をまとめる
事後：授業内容をまとめる 発表 60分・講義 30分

30 まとめ
今年度の活動を総括し、各自自分の成長を理解し、次年度の課題を設定します

事前：今年度の自分の活動をふり
かえっておく

事後：総括と課題をまとめる

講義 10分・グループワー
ク 80分
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 演習Ⅰを履修するに当たって（導入） 事前：教本pp.2〜8精読
事後：論点整理

講義30分
討論60分

2 国際社会の発展と構造
①国際社会の基本的構造について理解を深める。

事前：教本pp.11〜30精読
事後：まとめノートの作成

講義40分
討論50分

3 国際社会の発展と構造
②新現代国際社会と新国際秩序について理解を深める。

事前：教本pp.30〜43精読
事後：まとめノートの作成

講義40分
討論50分

4 国際社会の発展と構造
③国際社会の多様化と多元化について理解を深める。

事前：教本pp.44〜49精読
事後：まとめノートの作成

講義40分
討論50分

5 国際社会の発展と構造
④国際社会における主要なアクターについて理解を深める。

事前：教本pp.49〜74精読
事後：まとめノートの作成

講義40分
討論50分

6 全人類的課題の実態と検討
①戦争と平和、安全保障概念の形成について理解を深める。

事前：教本pp.75〜101精読
事後：まとめノートの作成

講義40分
討論50分

7 全人類的課題の実態と検討
②日本の安全保障について理解を深める。

事前：教本pp.101〜120精読
事後：まとめノートの作成

講義40分
討論50分

8 全人類的課題の実態と検討
③開発と発展、南北問題について理解を深める。

事前：教本pp.121〜136精読
事後：まとめノートの作成

講義40分
討論50分

9 全人類的課題の実態と検討
④グローバル化と開発について理解を深める。

事前：教本pp.136〜155精読
事後：まとめノートの作成

講義40分
討論50分

10 全人類的課題の実態と検討
⑤国際社会と個人・人権について理解を深める。

事前：教本pp.156〜173精読
事後：まとめノートの作成

講義40分
討論50分

11 全人類的課題の実態と検討
⑥多国間の枠組みにおける人権外交について理解を深める。

事前：教本pp.173〜198精読
事後：まとめノートの作成

講義40分
討論50分

12 全人類的課題の実態と検討
⑦地球環境保護の歴史について理解を深める。

事前：教本pp.199〜217精読
事後：まとめノートの作成

講義40分
討論50分

13 全人類的課題の実態と検討
⑧環境保護とアクターについて理解を深める。

事前：教本pp.217〜237精読
事後：まとめノートの作成

講義40分
討論50分

14 総括 国際社会における法の支配について理解を深める。 事前：教本pp.240〜244精読
事後：まとめノートの作成

講義40分
討論50分

15 研究計画の作成に当たって
①論文検索方法など資料収集方法を中心に理解を深める。

事前：文献検索資料の精読
事後：報告内容再検討

講義40分
討論50分

開 講 年 次 ⚓年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅰ（Seminar Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 福島 崇宏

履 修 条 件
前提科目 国際関係論Ⅰ・Ⅱ（ビジネスマネジメント学科のみ。経営法学科は特になし）

そ の 他 なし

授業概要：
本演習では、実社会で企業活動を行う際に必要な国際関係に関する基礎知識の習得とともに、国際関係に関する諸課題について自らの力で考え表現する

力を養うことを主軸とする。
今日の国際関係を理解するためには、先人たちが築き上げてきた歴史の理解とともに、分析するための理論を身につけることが重要となる。よって、本

演習ではまず、指定教科書を基に国際関係に関する基礎知識の習得を目指す。その後、具体的な国際問題に関する諸課題について、どのように解釈すれば
よいのか見極めるための視点を養う。最終的に、自らの興味関心のあるテーマに関する論点を整理するとともに課題を明らかにし、卒業論文としてまとめ
る。

授業目標：
⚑．国際関係に関する諸課題について国際関係論または国際公法の視点から分析する力を身につける。
⚒．国際関係に関する特定の分野について自らの見解を提示する力を身につける。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
家正治 他『国際関係〔全訂版〕』世界思想社、2014年。

参考文献：
授業中に適宜指示する。

成績評価の方法、評価基準：
授業参加状況等（30％）、報告レジュメ及び報告内容（30％）、最終レポート（40％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
演習は自らが考え行動することからすべてが始まります。行動無くして単位取得はできないものと考えて下さい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

16 研究計画の作成に当たって
②論文作成に当たっての注意事項の確認を行う。

事前：論文作成資料の精読
事後：報告内容再検討

講義40分
討論50分

17 文献資料研究
①参考文献に関する報告及び討議を行う。

事前：報告準備
事後：報告内容の再検討

報告40分
討議50分

18 文献資料研究
②参考文献に関する報告及び討議を行う。

事前：報告準備
事後：報告内容の再検討

報告40分
討議50分

19 文献資料研究
③参考文献に関する報告及び討議を行う。

事前：報告準備
事後：報告内容の再検討

報告40分
討議50分

20 文献資料研究
④参考文献に関する報告及び討議を行う。

事前：報告準備
事後：報告内容の再検討

報告40分
討議50分

21 文献資料研究
⑤参考文献に関する報告及び討議を行う。

事前：報告準備
事後：報告内容の再検討

報告40分
討議50分

22 文献資料研究
⑥参考文献に関する報告及び討議を行う。

事前：報告準備
事後：報告内容の再検討

報告40分
討議50分

23 中間報告及び質疑応答① 事前：報告準備
事後：報告内容の再検討

報告40分
討議50分

24 中間報告及び質疑応答② 事前：報告準備
事後：報告内容の再検討

報告40分
討議50分

25 中間報告及び質疑応答③ 事前：報告準備
事後：報告内容の再検討

報告40分
討議50分

26 中間報告及び質疑応答④ 事前：報告準備
事後：報告内容の再検討

報告40分
討議50分

27 中間報告及び質疑応答⑤ 事前：報告準備
事後：報告内容の再検討

報告40分
討議50分

28 中間報告及び質疑応答⑥ 事前：報告準備
事後：報告内容の再検討

報告40分
討議50分

29 中間報告及び質疑応答⑦ 事前：報告準備
事後：報告内容の再検討

報告40分
討議50分

30 総括及び演習Ⅱに向けた準備事項の確認をする。 事前：これまでの復習
事後：演習Ⅱに向けた準備

講義30分
グループワーク60分
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：なし
事後：関連文献を探して読む 講義と演習

2 子どもの文化と児童文化財について文献から学ぶ 事前：関連文献を探して読む
事後：振り返りとまとめ 講義と演習

3 遊びと児童文化について考える 事前：関連文献を探して読む
事後：振り返りとまとめ 講義と演習

4 伝承遊びの種類と内容について考えていく 事前：関連文献を探して読む
事後：振り返りとまとめ 講義と演習

5 発達と遊び（伝承遊びから学ぶこと）について理解する 事前：関連文献を探して読む
事後：振り返りとまとめ 講義と演習

6 わらべうたと鬼ごっこについて文献から学ぶ 事前：関連文献を探して読む
事後：振り返りとまとめ 演習

⚗〜11 伝承遊びについて（文献を読み意見交換をする）
（フィールドワーク）

事前：文献を読む
事後：振り返りとまとめ 講義と演習

12 伝承遊びについて（文献から学んだことと自分の経験を基に話し合う） 事前：文献の復習
事後：振り返りとまとめ 講義と演習

13・14 レポート作成 事前：レポート作成
事後：レポート作成 演習

15 前期のまとめ（各自の研究成果を発表する） 事前：発表準備
事後：振り返りとまとめ 講義と演習

16 絵本について①（様々な絵本を知る） 事前：様々な絵本を読む
事後：振り返りとまとめ 講義と演習

17 絵本について②（子どもの発達と絵本について学ぶ） 事前：関連文献を探して読む
事後：振り返りとまとめ 講義と演習

18 絵本について③（読み聞かせについて考えていく） 事前：関連文献を探して読む
事後：振り返りとまとめ 講義と演習

19 絵本について④（フィールドワークを行う） 事前：関連文献を探して読む
事後：振り返りとまとめ 演習

20 紙芝居について学ぶ 事前：関連文献を探して読む
事後：振り返りとまとめ 講義と演習

開 講 年 次 ⚓年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅰ（Seminar Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 古金 悦子

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
わらべうたや伝承遊び、鬼ごっこなどの「遊び」と絵本や物語、紙芝居、かるたなどの「児童文化財」をテーマに研究します。
先行研究を調べたり、実際に遊びを見学したり経験したり、実態を調べたりしながら理解を深めていきます。

授業目標：
子どもと遊びについて理解し、伝承されてきた児童文化財を知る。
先行研究を読み、理解し、自分の考えたことをまとめて発表する。
遊びの楽しさが自分の言葉で語れるようになること。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
必要に応じて資料を配付します。

参考文献：
配布資料による。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（50％）、レポート・発表等（50％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
機会を捉えて、意識的に子どもの遊びを観察してみましょう。また、子どもの頃親しんだ絵本を読み返したり、図書館などで行なわれている「お話会」

をのぞいてみたりしてください。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

21 ペープサートについて学ぶ 事前：関連文献を探して読む
事後：振り返りとまとめ 講義と演習

22 物語、口演童話について学ぶ 事前：関連文献を探して読む
事後：振り返りとまとめ 講義と演習

23 パネルシアター、エプロンシアターについて学ぶ 事前：
事後：振り返りとまとめ 講義と演習

24 カルタについて①（百人一首と子どもの遊び）とのかかわりについて学ぶ 事前：関連文献を探して読む
事後：振り返りとまとめ 講義と演習

25 カルタについて②（いろはカルタ）について学ぶ 事前：関連文献を探して読む
事後：振り返りとまとめ 講義と演習

26 カルタについて③（キャラクターなどをテーマにしたカルタ）を調べる 事前：関連文献を探して読む
事後：振り返りとまとめ 講義と演習

27〜29 レポート作成 事前：レポート作成
事後：レポート作成 演習

30 まとめと発表 事前：発表準備
事後：振り返りとまとめ 講義と演習
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教本：
『心理学の卒業研究ワークブック 発想から論文完成までの10ステージ』小塩真司・宅香菜子 金子書房

参考文献：
適宜指示する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（50％）、レポート等（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
積極的にゼミに参加し、主体的に研究を進めましょう。

オフィスアワー：
初回授業日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

⚑ オリエンテーション 事前：自分の興味関心の検討
事後：他者の興味関心の参照 演習

⚒・⚓ 心理学研究計画を立てるとはどういうことか：先輩の研究計画発表会に参加する 事前：研究計画をイメージする
事後：今後の展望を持つ 演習

4 研究倫理 事前：研究倫理について調べる
事後：研究倫理を理解する 演習

5 自分の興味関心を探索する 事前：自分の興味関心の検討
事後：他者の興味関心の参照 演習

6 現代のホットな話題を探索する 事前：現代の話題を探索する
事後：さらに考えを深める 演習

⚗〜⚙ 興味のある論文を検索し、まとめる 事前：自分の興味関心の再考
事後：検索論文をまとめる 演習

10〜13 検索した論文の内容を発表する 事前：発表資料の作成
事後：研究テーマを考える 演習

14・15 卒業研究を実施するとはどういうことか：先輩の卒業研究中間発表会①に参加する 事前：研究テーマを考える
事後：今後の展望を持つ 演習

16 研究のアイディアを絞り込む 事前：自分の興味関心の再考
事後：研究テーマの絞り込み 演習

17 リサーチクエスチョンを立てる 事前：RQを考える
事後：RQの修正 演習

18 研究方法を考える 事前：研究方法を考える
事後：研究方法の修正 演習

19 研究方法のお手本論文を見つける 事前：研究方法をまとめる
事後：検索論文の整理 演習

20 重要な先行研究を検索し、整理する 事前：RQ関連論文の検索
事後：検索論文の整理 演習

21〜23 研究計画を立てる 事前：研究計画を考える
事後：研究計画の修正 演習

24・25 卒業研究結果をまとめるとはどういうことか：先輩の卒業研究中間発表会②に参加す
る

事前：研究方法を考える
事後：今後の展望を持つ 演習

26〜28 予備調査・実験の実施 事前：予備調査・実験の準備
事後：予備調査・実験結果のまとめ 演習

29 研究計画の吟味 事前：予備調査・実験結果のまとめ
事後：研究計画の修正 演習

30 卒業論文を作成するとはどういうことか：先輩の卒業論文発表会に参加する 事前：卒業論文をイメージする
事後：今後の展望を持つ 演習

開 講 年 次 ⚓年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅰ（Seminar Ⅰ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 水本 深喜

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
演習Ⅰでは、演習Ⅱで卒業論文を作成することを踏まえ、実証的研究方法を学ぶ。研究の進捗状況はゼミノートに記し、指導教員と共有しながら研究を

進める。逐次先輩の研究発表会に参加し、⚔年次の展望を持てるようにする。
授業目標：

卒業論文の研究計画を立て、予備調査・実験をする。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 卒業論文執筆の意味と手順・方法について説明する。 事前：シラバスを熟読する
事後：授業の復習をする 解説60分・質疑応答30分

2 テーマを探す 事前：テーマを考える
事後：授業の復習をする 解説30分、個別指導60分

3 テーマを決定する 事前：テーマを熟考する
事後：授業の復習をする 解説20分・個別指導70分

4 文献目録の作成・先行研究の調査をする 事前：文献収集を行う
事後：授業の復習をする 解説20分・個別指導70分

5 情報収集を行う 事前：情報収集をする
事後：授業の復習をする 解説20分・個別指導70分

6 アウトラインを考える 事前：資料を検討する
事後：授業の復習をする 解説20分・個別指導70分

7 アウトラインを作成する 事前：資料を整理する
事後：授業の復習をする 解説20分・個別指導70分

8 構成を考える 事前：原案を作成する
事後：授業の復習をする 解説20分・個別指導70分

9 中間発表を行う 事前：発表内容を検討する
事後：授業の復習をする

発表60分・
ディスカッション30分

10 序論の執筆をする 事前：執筆した論文を読む
事後：授業の復習をする 解説20分・個別指導70分

11 第⚑章の執筆をする 事前：執筆した論文を読む
事後：授業の復習をする 解説20分・個別指導70分

12 第⚑章の執筆をする 事前：執筆した論文を読む
事後：授業の復習をする 解説20分・個別指導70分

13 第⚑章の執筆をする 事前：執筆した論文を読む
事後：授業の復習をする 解説20分・個別指導70分

14 第⚑章を完成する 事前：第⚑章を推敲する
事後：授業の復習をする 解説20分・個別指導70分

15 中間発表を行う 事前：発表内容を確認する
事後：授業の復習をする

発表60分・
ディスカッション30分

開 講 年 次 ⚔年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅱ（Seminar Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 阿部 美恵

履 修 条 件
前提科目 演習Ⅰ

そ の 他 なし

授業概要：
卒業論文のテーマを決定し、執筆計画を立て、文献や情報の収集を行い、論文を執筆します。適宜、中間発表の機会を設け、論文の質を高めていきます。

授業目標：
卒業論文の完成を目指します。また論文執筆によって専門分野への知識を深め、思考力・判断力を育成します。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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演
習
Ⅱ

16 第⚒章の執筆をする 事前：執筆した論文を読む
事後：授業の復習をする 解説20分・個別指導70分

17 第⚒章の執筆をする 事前：執筆した論文を読む
事後：授業の復習をする 解説20分・個別指導70分

18 第⚒章の執筆をする 事前：執筆した論文を読む
事後：授業の復習をする 解説20分・個別指導70分

19 第⚒章を完成する 事前：第⚒章を推敲する
事後：授業の復習をする 解説20分・個別指導70分

20 中間発表を行う 事前：発表内容を確認する
事後：授業の復習をする

発表60分・
ディスカッション30分

21 第⚓章の執筆をする 事前：執筆した論文を読む
事後：授業の復習をする 解説20分・個別指導70分

22 第⚓章の執筆をする 事前：執筆した論文を読む
事後：授業の復習をする 解説20分・個別指導70分

23 第⚓章の執筆をする 事前：執筆した論文を読む
事後：授業の復習をする 解説20分・個別指導70分

24 第⚓章を完成する 事前：第⚓章を推敲する
事後：授業の復習をする 解説20分・個別指導70分

25 結論を執筆する 事前：結論を読む
事後：授業の復習をする 解説20分・個別指導70分

26 結論を完成する 事前：結論を推敲する
事後：授業の復習をする 解説20分・個別指導70分

27 注・引用文献を作成する 事前：注・引用文献の確認
事後：授業の復習をする 解説20分・個別指導70分

28 論文を推敲する 事前：論文全体を確認する
事後：授業の復習をする 解説20分・個別指導70分

29 卒業論文の発表をする 事前：発表内容を確認する
事後：授業の復習をする

発表60分・
ディスカッション30分

30 論文の完成・提出する 事前：最終確認をする
事後：授業の復習をする 個別指導

教本：
授業中に指示します。

参考文献：
授業中に指示します。

成績評価の方法、評価基準：
授業参加状況等（40％）、卒業論文（60％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
卒業論文はこれまで学んできたことの集大成です。精一杯頑張って完成させてください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：なし
事後：テーマを考える 講義 90分

2 卒業論文・レポート ① テーマの作成 事前：テーマの作成
事後：テーマの作成

講義 60分
個別指導 30分

3 卒業論文・レポート ② テーマの作成 事前：テーマの作成
事後：テーマの作成 個別指導 90分

4 卒業論文・レポート ① 資料の収集と分析 事前：テーマの作成
事後：資料の収集と分析

講義 60分
個別指導 30分

5 卒業論文・レポート ② 資料の収集と分析 事前：資料の収集と分析
事後：資料の収集と分析 個別指導 90分

6 卒業論文・レポート ③ 資料の収集と分析 事前：資料の収集と分析
事後：資料の収集と分析 個別指導 90分

7 卒業論文・レポート ④ 資料の収集と分析 事前：資料の収集と分析
事後：資料の収集と分析 個別指導 90分

8 卒業論文・レポート ⑤ 資料の収集と分析 事前：資料の収集と分析
事後：資料の収集と分析 個別指導 90分

9 卒業論文・レポート ① 構成と内容 事前：構成と内容
事後：構成と内容

講義 60分
個別指導 30分

10 卒業論文・レポート ② 構成と内容 事前：構成と内容
事後：構成と内容 個別指導 90分

11 卒業論文・レポート ③ 構成と内容 事前：構成と内容
事後：構成と内容 個別指導 90分

12 歴史散策 ① テーマと企画 事前：テーマと企画
事後：テーマと企画

講義 30分
グループワーク 60分

13 歴史散策 ② 課外学習準備 事前：課外学習準備
事後：課外学習準備 グループワーク 90分

14 歴史散策 ③ 課外学習 事前：課外学習準備
事後：なし グループワーク 90分

15 前期まとめ 夏休みの卒論添削について 事前：論文進捗状況の報告
事後：卒論・レポートの作成

講義 30分
個別指導 60分

開 講 年 次 ⚔年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅱ（Seminar Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 石井 みどり

履 修 条 件
前提科目 演習Ⅰ

そ の 他 なし

授業概要：
日本の歴史と文化について理解を深めることは、自分自身を見つめなおすことにつながります。
各自、興味のある研究テーマを選択し、発表を繰り返しながら、卒業論文の作成に取り組みます。

授業目標：
「演習Ⅰ」で理解を深めた日本の歴史と文化の知識、研究方法の基礎をいかしながら、卒業論文（⚒万字以上）、卒業レポート（⚑万字以上）を作成しま

す。
また、「演習Ⅰ」と同様に、適宜、合宿や課外学習を行います。先生やゼミの仲間との交流を通して、社会人に必要不可欠なコミュニケーション能力を習

得してください。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
資料を配布するので、教科書は指定しません。

参考文献：
適宜、指示します。

成績評価の方法、評価基準：
授業参加状況等（40％） 授業中の課題、定期試験（60％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
文字だけで判断するのではなく、歴史の本質を理解するよう心がけてください。
自分も相手も大切にする表現方法を学んでください。

オフィスアワー：
初回の授業で教えます。

16 卒業論文・レポート ① 本論 事前：本論
事後：本論

講義 30分
個別指導 60分

17 卒業論文・レポート ② 本論 事前：本論
事後：本論 個別指導 90分

18 卒業論文・レポート ③ 本論 事前：本論
事後：本論 個別指導 90分

19 卒業論文・レポート ④ 本論 事前：本論
事後：本論 個別指導 90分

20 卒業論文・レポート ⑤ 本論 事前：本論
事後：本論 個別指導 90分

21 卒業論文・レポート ⑥ 本論 事前：本論
事後：本論 個別指導 90分

22 卒業論文・レポート ① 発表 事前：本論、発表準備
事後：本論、発表準備

発表 90分
適宜、個別指導

23 卒業論文・レポート ② 発表 事前：本論、発表準備
事後：本論、発表準備

発表 90分
適宜、個別指導

24 卒業論文・レポート ③ 発表 事前：本論、発表準備
事後：本論、発表準備

発表 90分
適宜、個別指導

25 卒業論文・レポート ④ 発表 事前：本論、発表準備
事後：本論、発表準備

発表 90分
適宜、個別指導

26 卒業論文・レポート ⑤ 発表 事前：本論、発表準備
事後：本論、発表準備

発表 90分
適宜、個別指導

27 卒業論文・レポート ⑥ 発表 事前：本論、発表準備
事後：本論、発表準備

発表 90分
適宜、個別指導

28 歴史散策 課外学習準備 事前：テーマと企画
事後：課外学習準備 グループワーク 90分

29 課外学習 事前：課外学習準備
事後：なし クループワーク 90分

30 後期のまとめ 事前：卒論・レポートの総括
事後：卒業後の取り組み

講義 60分
ディスカッション 30分
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教本：
ポケット六法等

参考文献：
『民法研究ハンドブック』（有斐閣）￥2,972＋税
民法判例百選Ⅰ［第⚘版］（有斐閣）￥2,200
民法判例百選Ⅱ［第⚘版］（有斐閣）￥2,300＋税

『リーガル・リサーチ＆リポート』（有斐閣）￥1,600＋税

成績評価の方法、評価基準：
授業参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（50％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
大学⚔年間は長いようでいて、あっという間に過ぎていきますので、在学中にいろいろなことに取り組んでもらいたいと思います。ゼミもその一環です。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

⚑ オリエンテーション 演習の進行について説明する 事前：なし
事後：配布資料の見直し 演習

⚒・⚓ 各メンバーの今年度の研究計画を発表する 事前：各自報告の準備
事後：報告の見直し 演習

⚔ 前期役割分担と共通テーマについて話し合う 事前：テーマを考える
事後：テーマを考える 演習

⚕〜12 分担者の報告とディスカッションをおこなう 事前：各自報告の準備
事後：報告の見直し 演習

13・14 各メンバーの中間報告とディスカッションをおこなう 事前：報告の準備
事後：報告の見直し 演習

15 各メンバーの中間報告とディスカッションをおこなう 事前：報告の準備
事後：報告の見直し 演習

16・17 各メンバーの夏期休暇中の成果報告をおこなう 事前：テーマを考える
事後：テーマを考える 演習

18 後期役割分担と共通テーマについて話し合う 事前：各自報告の準備
事後：報告の見直し 演習

19〜27 分担者の報告とディスカッションをおこなう 事前：報告の準備
事後：報告の見直し 演習

28・29 各メンバーの研究成果報告とディスカッションをおこなう 事前：報告の準備
事後：報告の見直し 演習

30 まとめ ふりかえり 事前：⚑年間を振り返る
事後：次年度に向けた改善 演習

開 講 年 次 ⚔年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅱ（Seminar Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 上地 一郎

履 修 条 件
前提科目 私法学Ⅰ／私法学Ⅱ／物権法／人的担保法／物的担保法など履修していることが望ましい。

そ の 他 多領域の法律科目も履修してもらいたい。

授業概要：
民法財産法は、市民社会の取引の基本法として、私たちの生活の大半をカバーしています。ゼミでは、民法財産法の主要な論点や最近の改正をとりあげ、

専門書、論文、判例等を検討することで、民法財産法の基礎知識の修得を図り、法的思考を深めることを目的としています。
そのため、参加者には、まず自らの課題探しに始まり、設定した課題について法的な論点の抽出、学説や判例の分析をもとに発表を行ってもらいます。

そしてゼミ生の間での積極的なディスカッションを通して自らの課題に対してより深く接近してもらいたいと思います。

授業目標：
民法財産法の基本的な知識を習得し、その法的な論点はどのようなものかについて説明し、自らの見解と解決方法を説明できるようになること。
専門演習の成果として、卒業レポートもしくは卒業論文を完成させること。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：なし
事後：なし 講義 90分

⚒〜⚕ 企業・産業研究とディスカッション 事前：時事問題研究
事後：時事問題理解 講義 90分または、演習 90分

⚖〜24 プレゼンテーションとディスカッション 事前：専門分野研究
事後：専門分野研究 講義 90分または、演習 90分

25〜30 レポート研究とディスカッション 事前：専門分野研究
事後：専門分野研究 講義 90分または、演習 90分

開 講 年 次 ⚔年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅱ（Seminar Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 大井 功

履 修 条 件
前提科目 演習Ⅰ

そ の 他 なし

授業概要：
観光関連の企業・産業研究をした上で、課題を見つけ出し、その解決策を考え出し、プレゼンをする訓練をする。

授業目標：
⚑．得意分野をプレゼンできる
⚒．政治・経済・文化・産業に関心を持つようになる
⚓．課題をみつけ、解決することができる
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式

教本：
適宜プリントを配布する。

参考文献：
高橋秀夫著「クラブツーリズムの秘密」毎日新聞社

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（80％）レポート等（20％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
社会の動きを自分で考え、議論できるようになろう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。
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開 講 年 次 ⚔年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅱ（Seminar Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 大沢 裕

履 修 条 件
前提科目 演習Ⅰ

そ の 他 なし

授業概要：
卒業論文の指導を主たる授業内容とする。研究テーマを確定し、文献などの資料・データの収集、調査を進める。また研究論文の書き方の基本を学び、

推敲の仕方も学習する。各回の研究発表では、自身のテーマに関するプレゼンテーションを行い、質疑応答を通して、自身のテーマに関する見識を深め、
論文としてまとめていく。

授業目標：
演習Ⅱでは、ゼミ生は、子ども学・保育学・教育学に関する研究を進めるために、知識や能力の基礎を固め、さらに発展させることを目標とする。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス 事前：なし
事後：資料の再読 演習 90分

2 研究発表 事前：レジュメ作成
事後：反省点の検討 演習 90分

3 文献講読 事前：資料の読解
事後：レジュメ作成 演習 90分

4 文献講読 事前：資料の読解
事後：レジュメ作成 演習 90分

5 文献講読 事前：資料の読解
事後：レジュメ作成 演習 90分

6 研究発表 事前：資料の読解
事後：レジュメ作成 演習 90分

7 文献講読 事前：資料の読解
事後：レジュメ作成 演習 90分

8 文献講読 事前：資料の読解
事後：レジュメ作成 演習 90分

9 文献講読 事前：資料の読解
事後：レジュメ作成 演習 90分

10 研究発表 事前：レジュメ作成
事後：反省点の検討 演習 90分

11 文献講読 事前：資料の読解
事後：レジュメ作成 演習 90分

12 文献講読 事前：資料の読解
事後：レジュメ作成 演習 90分

13 文献講読 事前：資料の読解
事後：レジュメ作成 演習 90分

14 研究発表 事前：レジュメ作成
事後：反省点の検討 演習 90分

15 卒業論文のアウトライン作成 事前：アウトライン作成
事後：反省点の検討 演習 90分
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教本：
『最新版 学生のためのレポート・論文術』小笠原喜康著（講談社）

参考文献：
授業内で適宜指示する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する
授業参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（50％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
授業準備をしっかりしてください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

16 論文の草稿を検討する 事前：論文執筆
事後：推敲 演習 90分

17 論文の草稿を検討する 事前：論文執筆
事後：推敲 演習 90分

18 論文の草稿を検討する 事前：論文執筆
事後：推敲 演習 90分

19 論文の草稿を検討する 事前：論文執筆
事後：推敲 演習 90分

20 論文の草稿を検討する 事前：論文執筆
事後：推敲 演習 90分

21 論文の草稿を検討する 事前：論文執筆
事後：推敲 演習 90分

22 資料の読解 事前：論文執筆
事後：推敲 演習 90分

23 論文の草稿を検討する 事前：論文執筆
事後：推敲 演習 90分

24 論文の草稿を検討する 事前：論文執筆
事後：推敲 演習 90分

25 論文の草稿を検討する 事前：論文執筆
事後：推敲 演習 90分

26 論文の草稿を検討する 事前：論文執筆
事後：推敲 演習 90分

27 論文の草稿を検討する 事前：論文執筆
事後：推敲 演習 90分

28 論文の推敲 事前：論文の読み直し
事後：論文の読み直し 演習 90分

29 論文の推敲 事前：論文の読み直し
事後：論文の読み直し 演習 90分

30 論文の校正・校閲 事前：論文の読み直し
事後：なし 演習 90分
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教本：
山田剛史・林創『大学生のためのリサーチリテラシー入門』ミネルヴァ書

房、￥2,400＋税

参考文献：
適宜、紹介します。

成績評価の方法、評価基準：
授業参加状況（40％）、卒業論文（60％）で総合評価します。

学生へのアドバイス：
わくわくする課題を見つけ、根気よく着実に解決に向けて力を注いでください。締め切りを考え、時間配分にも注意してください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝えます。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

⚑ ガイダンス 事前：シラバス、計画を確認
事後：配付資料を精読 説明 60分、質疑応答 30分

⚒〜14 報告発表 事前：報告発表準備
事後：質疑討議の整理 報告 30分、質疑討議 60分

15 夏休みの研究計画を話し合う
事前：論文進捗状況をチェック、計

画調整
事後：夏休みの計画作成

報告、質疑応答、助言 90分

16 論文作成の進捗状況の確認
事前：できたこと、できなかったこ

との確認
事後：できなかったことの対策作成

報告、質疑応答、助言 90分

17〜25 論文の発表 事前：発表の準備
事後：質疑応答の整理 発表 30分、質疑応答 60分

26〜30 論文の完成 事前：内容・形式のチェック
事後：執筆・推敲 発表 30分、質疑応答 60分

開 講 年 次 ⚔年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅱ（Seminar Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 小柏 喜久夫

履 修 条 件
前提科目 演習Ⅰ

そ の 他 なし

授業概要：
自らの選んだテーマの理解を深め、論文を作成します。

授業目標：
卒業論文として完成することを目標とします。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 財務諸表の入手 事前：なし
事後：なし 演習

2 財表分析のＩ（収益性⚑） 事前：指定科目の予習
事後：なし 演習

3 財表分析のⅡ（収益性⚒） 事前：指定科目の予習
事後：なし 演習

4 財表分析のⅢ（収益性⚓） 事前：指定科目の予習
事後：なし 演習

5 財表分析のⅣ（安全性⚑） 事前：指定科目の予習
事後：なし 演習

6 財表分析のⅤ（安全性⚒） 事前：論文の作成法概略
事後：なし 演習

7 財表分析のⅥ（安全性⚓） 事前：論文の作成法概略
事後：なし 演習

8 財表分析のⅦ（生産性⚑） 事前：管理会計の予習
事後：同復習 演習

9 財表分析のⅧ（生産性⚒） 事前：管理会計の予習
事後：同復習 演習

10 財表分析のⅨ（生産性⚓） 事前：管理会計の予習
事後：レポート作成 演習

11 財表分析のⅩ（総合評価⚑） 事前：管理会計の予習
事後：レポート作成 演習

12 財表分析のⅪ（総合評価⚒） 事前：管理会計の予習
事後：論文の作成 演習

13 財表分析のⅫ（総合評価⚓） 事前：管理会計の予習
事後：論文の作成 演習

14 レポート・論文の書き方Ⅰ 事前：管理会計の予習
事後：論文の作成 演習

15 レポート・論文の書き方Ⅱ 事前：管理会計の予習
事後：同復習 演習

開 講 年 次 ⚔年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅱ（Seminar Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 川口 修

履 修 条 件
前提科目 簿記論Ｉ・Ⅱ、管理会計論

そ の 他 なし

授業概要：
今年度は、各自が関心を持った企業を対象にして、その企業の財務諸表を分析する。最終的に論文・レポートにまとめていく。

授業目標：
管理会計の研究
各企業の財務諸表を分析して、基準値や、他社との比較分析を行い、論文、レポートにまとめる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

〇 ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式



シラバス-11  Page 42 25/03/11 16:16

540

16 レポート・論文の書き方Ⅲ 事前：管理会計の予習
事後：同復習 演習

17 レポート・論文の書き方Ⅳ 事前：管理会計の予習
事後：同復習 演習

18 レポート・論文の書き方Ⅴ 事前：管理会計の予習
事後：同復習 演習

19 レポート・論文の書き方Ⅵ 事前：管理会計の予習
事後：同復習 演習

20 各自の課題を発見することの指導⚑ 事前：課題発見
事後：資料収集 演習

21 各自の課題を発見することの指導⚒ 事前：課題発見
事後：資料収集 演習

22 各自の課題を発見することの指導⚓ 事前：課題発見
事後：資料収集 演習

23 論文作成の指導⚑ 事前：収集資料のまとめ⚑
事後：収集資料のまとめ⚑ 演習

24 論文作成の指導⚒ 事前：収集資料のまとめ⚒
事後：収集資料のまとめ⚒ 演習

25 論文作成の指導⚓ 事前：収集資料のまとめ⚓
事後：収集資料のまとめ⚓ 演習

26 論文作成の指導⚔ 事前：収集資料のまとめ⚔
事後：収集資料のまとめ⚔ 演習

27 論文作成の指導⚕ 事前：収集資料のまとめ⚕
事後：収集資料のまとめ⚕ 演習

28 論文作成の指導⚖ 事前：収集資料のまとめ⚖
事後：収集資料のまとめ⚖ 演習

29 論文作成の指導⚗ 事前：収集資料のまとめ⚗
事後：収集資料のまとめ⚗ 演習

30 論文作成の指導⚘ 事前：収集資料のまとめ⚘
事後：収集資料のまとめ⚘ 演習

教本：
適宜指示する。

参考文献：
なし

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
夏休みの合宿でまとめを発表してもらう。また、適宜、レポートを要求して総合評価を行う。

学生へのアドバイス：
学ぶことと考えることの習慣をつけたい。実際の企業等の見学などを考慮し、楽しく学ぶことを考えている。

オフィスアワー：
授業の第⚑回で指示する。
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教本：
（授業内で指示）

参考文献：
（授業内で指示）

成績評価の方法、評価基準：
論文提出（50％）、論文中間報告（20％）、卒業論文の取り組み姿勢（30％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
毎回課題点を明らかにして授業に臨んで下さい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

⚑ ガイダンス、及び情報社会、情報セキュリティの概要について説明する。 事前：シラバスを読む
事後：配布資料を読む

講義 40分、ディスカショ
ン 50分

⚒ 研究テーマ設定のための文献・資料・統計の収集とサーベイを行う。
事前：研究テーマの文献を調べる
事後：研究テーマの文献・資料を

収集する

講義 40分、ディスカショ
ン 50分

⚓・⚔ 研究テーマの選定をし、研究テーマを報告する。 事前：研究テーマを用意する
事後：研究テーマを纏める

講義 40分、ディスカショ
ン 30分、発表 20分

⚕ 関連文献の収集と文献リストを作成する。論文作成スケジュールの作成と管理
を行う。

事前：論文関連文献を収集する
事後：文献リストを纏める

講義 40分、ディスカショ
ン 50分

⚖ 卒業論文の予備調査の実施を行う。 事前：卒論の予備調査を行う
事後：卒論の予備調査を纏める

講義 40分、ディスカショ
ン 50分

⚗・⚘ 卒業論文目次の作成、および報告をする。 事前：卒論目次を作成する
事後：卒論目次を纏める

講義 10分、ディスカショ
ン 30分、発表 50分

⚙・10 卒業論文の進捗状況を発表しながら、討論会を行う。本調査のため、資料を収集
し、纏める。

事前：卒論の資料を用意する
事後：卒論の資料を纏める

講義 10分、ディスカショ
ン 40分、発表 40分

11・12 論文執筆（データ・グラフ整理、作成、および文献資料の整理など）を行う。 事前：卒論資料を整理する
事後：内容を纏める

講義 40分、ディスカショ
ン 50分

13 論文の進捗状況を発表しながら、討論会を行う。 事前：卒論進捗状況の発表準備
事後：内容を纏める

講義 10分、ディスカショ
ン 40分、発表 40分

14・15 卒業論文執筆、論文作成の中間報告を行う。各自卒論の方針の確定と夏休みの
作業の準備

事前：論文作成の中間報告準備
事後：内容を纏める

講義 10分、ディスカショ
ン 40分、発表 40分

16・17 夏休みの成果を踏まえた卒論進捗状況を発表する。 事前：卒論進捗状況の発表準備
事後：内容を纏める

講義 10分、ディスカショ
ン 40分、発表 40分

18〜22 前期の成果の確認と評価、問題意識を再確認する。データ、文献資料の収集と整
理する。

事前：卒論資料を整理する
事後：内容を纏める

講義 40分、ディスカショ
ン 50分

23・24 卒論の進捗状況の発表しながら、討論会を行う。プレゼンテーションの技法を
習得する。

事前：卒論進捗状況の発表準備
事後：卒業論文を執筆する

講義 10分、ディスカショ
ン 40分、発表 40分

25〜30 各自、卒業論文の作業を行う。卒業論文の作成と中間発表を行う。卒業論文の最
終報告をする卒論の完成と発表

事前：発表の準備をする
事後：卒業論文を提出する

講義 10分、ディスカショ
ン 40分、発表 40分

開 講 年 次 ⚔年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅱ（Seminar Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 金 宰郁

履 修 条 件
前提科目 演習Ⅰ

そ の 他 なし

授業概要：
ゼミ生が設定したテーマに関する文献、資料、統計を収集し、サーベイを行い、研究課題を絞り込む。論文全体の骨子を考え、卒業論文の内容を発表す

る。

授業目標：
演習Ⅰで習得した理論、実証的分析方法と論文の書き方をベースにして、ゼミ生の自由な着想で情報セキュリティ社会の抱えるテーマを見つけ出し、そ

れに沿った卒業論文が書けるように、3年次引き継いで指導する。卒業論文として、情報社会性のある卒論を書くことが到達目標である。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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開 講 年 次 ⚔年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅱ（Seminar Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 古賀 学

履 修 条 件
前提科目 演習Ⅰ

そ の 他 なし

授業概要：
卒論研究を行うことを原則とする。各人の研究テーマを決め、研究活動計画を策定しスケジュールに沿って研究講義・活動を行う。

授業目標：
⚑．観光地域振興の実践的能力の育成。
⚒．提案・まとめ・発表能力の育成及び社会人に向けての自立のための意識向上。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 演習活動の確認：年間テーマ・スケジュール案の検討を確認する。 事前：演習内容の理解
事後：年間スケジュールの調整

講義60分､
ディスカッション30分

⚒〜⚔ 研究目標の設定：自身の継続もしくは新たな研究活動の課題の整理及び研
究手順の検討を行う。

各回修正・調整
事前：年間テーマ、卒論(レポート)

内容の検討
事後：年間テーマ、卒論(レポート)

内容のまとめ

講義60分､
ディスカッション30分

⚕〜14 資料文献調査など、前期研究活動のまとめを行う。地域活動がある場合は
実践活動により学修する。

事前：まとめ作業を行う
事後：まとめ作業を行う

講義 40 分、ディスカッ
ション 20 分、自主作業
30分、現地実習もあり

15 前学期まとめを行う。 事前：中間報告書の作成
事後：後学期に向けた作業検討を行う

講義 40 分、ディスカッ
ション 20 分、自主作業
30分、現地実習もあり

16・17 課題の整理：前期作業を踏まえて、研究課題、研究方法等の修正及び後学
期作業スケジュールの確立を行う。

事前：研究テーマのまとめ
事後：研究テーマのまとめ

講義 40 分、ディスカッ
ション 20 分、自主作業
30分、現地実習もあり

18〜24 卒論・レポートなどの研究成果のまとめを行う。
現地調査のまとめ、資料文献調査などを行う。

事前：まとめ作業を行う
事後：まとめ作業を行う 講義30分､自主作業60分

25・26 卒論・レポートなど各人のテーマ発表、意見交換を行う。 事前：まとめ作業を行う
事後：意見交換内容からまとめ作業実施 講義30分､自主作業60分

27〜29 卒論・レポートなどのまとめ作業：地域活動・資料文献調査・意見交換等
を踏まえ年間テーマのまとめ作業を行う。

各回：まとめ内容の完成
事後：まとめ作業を行う 講義30分､自主作業60分

30 卒論・レポートなどの内容を検証する。 事前：まとめ内容の完成
事後：内容の反省 講義30分､自主作業60分

教本：
なし

参考文献：
テーマに応じて指示

成績評価の方法、評価基準：
卒論テーマの目標が達成できたかを評価する。テーマにあった卒論を行おうとするものは演習Ⅱからでも受け入れる。

学生へのアドバイス：
探求心を持って日々の研究活動を自主的に勉強する意欲を持つこと。段階的に目標の達成を図ること。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

⚑ 授業の進め方、成績評価の仕方、レジメ作成方法など 事前：なし
事後：配布資料の確認 講義

⚒ 各自の卒論テーマについての報告と討論 事前：レジメの作成
事後：内容の考察と修正 プレゼンと討論

⚓ 各自の卒論テーマについての報告と討論 事前：レジメの作成
事後：内容の考察と修正 プレゼンと討論

⚔ 各自の卒論テーマについての報告と討論 事前：レジメの作成
事後：内容の考察と修正 プレゼンと討論

⚕ 各自の卒論テーマについての報告と討論 事前：レジメの作成
事後：内容の考察と修正 プレゼンと討論

⚖ 各自の卒論テーマについての報告と討論 事前：レジメの作成
事後：内容の考察と修正 プレゼンと討論

⚗ 各自の卒論テーマについての報告と討論 事前：レジメの作成
事後：内容の考察と修正 プレゼンと討論

⚘ 各自の卒論テーマについての報告と討論 事前：レジメの作成
事後：内容の考察と修正 プレゼンと討論

⚙ 各自の卒論テーマについての報告と討論 事前：レジメの作成
事後：内容の考察と修正 プレゼンと討論

10 各自の卒論テーマについての報告と討論 事前：レジメの作成
事後：内容の考察と修正 プレゼンと討論

11 各自の卒論テーマについての報告と討論 事前：レジメの作成
事後：内容の考察と修正 プレゼンと討論

12 各自の卒論テーマについての報告と討論 事前：レジメの作成
事後：内容の考察と修正 プレゼンと討論

13 各自の卒論テーマについての報告と討論 事前：レジメの作成
事後：内容の考察と修正 プレゼンと討論

14 各自の卒論テーマについての報告と討論 事前：レジメの作成
事後：内容の考察と修正 プレゼンと討論

15 各自の卒論のテーマと内容の再検討 事前：レジメの作成
事後：内容の考察と修正 プレゼンと討論

開 講 年 次 ⚔年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅱ（Seminar Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 佐久間 信夫

履 修 条 件
前提科目 演習Ⅰを履修していること

そ の 他 なし

授業概要：
各自が卒論テーマを決め、卒論の内容についての発表を行う。担当者がプレゼンを行い、質疑応答により内容を深めていく。

授業目標：
独自の研究テーマについて、体系的に説明することができる。
討論において、自らの主張を論理的に説明することができる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
なし

参考文献：
なし

成績評価の方法、評価基準：
授業参加状況等（20％）、プレゼンの内容等（30％）、卒論の評価（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
卒論提出が終わると社会人です。ゼミでの学習を通して社会人としての基本的な能力を身につけましょう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

16 各自の卒論の章立ての発表 事前：レジメの作成
事後：内容の考察と修正 プレゼンと討論

17 各自の卒論テーマについての報告と討論 事前：レジメの作成
事後：内容の考察と修正 プレゼンと討論

18 各自の卒論テーマについての報告と討論 事前：レジメの作成
事後：内容の考察と修正 プレゼンと討論

19 各自の卒論テーマについての報告と討論 事前：レジメの作成
事後：内容の考察と修正 プレゼンと討論

20 各自の卒論テーマについての報告と討論 事前：レジメの作成
事後：内容の考察と修正 プレゼンと討論

21 各自の卒論テーマについての報告と討論 事前：レジメの作成
事後：内容の考察と修正 プレゼンと討論

22 各自の卒論テーマについての報告と討論 事前：レジメの作成
事後：内容の考察と修正 プレゼンと討論

23 各自の卒論テーマについての報告と討論 事前：レジメの作成
事後：内容の考察と修正 プレゼンと討論

24 各自の卒論テーマについての報告と討論 事前：レジメの作成
事後：内容の考察と修正 プレゼンと討論

25 各自の卒論テーマについての報告と討論 事前：レジメの作成
事後：内容の考察と修正 プレゼンと討論

26 各自の卒論テーマについての報告と討論 事前：レジメの作成
事後：内容の考察と修正 プレゼンと討論

27 各自の卒論テーマについての報告と討論 事前：レジメの作成
事後：内容の考察と修正 プレゼンと討論

28 各自の卒論テーマについての報告と討論 事前：レジメの作成
事後：内容の考察と修正 プレゼンと討論

29 各自の卒論テーマについての報告と討論 事前：レジメの作成
事後：内容の考察と修正 プレゼンと討論

30 卒論提出 事前：印刷製本等
事後：なし
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開 講 年 次 ⚔年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅱ（Seminar Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 清水 健太

履 修 条 件
前提科目 演習Ⅰの単位を修得していること。

そ の 他 なし

授業概要：
経営学の諸問題の中から、各学生の興味・関心のある内容について学習し、最終的には研究成果を外部の研究発表大会にて発表することを目的にする。

また、上記の目標を達成した内容をベースに演習Ⅱにおける卒業論文を執筆する基礎力を身につけることも目的とする。

授業目標：
・経営学の興味・関心のある領域に関する幅広い知識を身につける。
・経営学の学習を通して、プレゼン方法、情報収集能力、コミュニケーション能力といった就職活動で求められる内容についての能力を養う。

卒業論文の研究テーマを決める。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：なし
事後：なし

講義
90分

2 環境変化と多角化経営 事前：なし
事後：講義内容の確認

講義
90分

3 事業変革と革新 事前：なし
事後：講義内容の確認

講義
90分

4 外部環境への適応と新事業創造 事前：なし
事後：講義内容の確認

講義
90分

5 ミッションとビジョン 事前：なし
事後：講義内容の確認

講義
90分

6 事業領域とコアコンピタンス経営 事前：なし
事後：講義内容の確認

講義
90分

7 課題図書の輪読① 要約の作成 事前：なし
事後：講義内容の確認

グループワーク
90分

8 課題図書の輪読② パワーポイント資料の作成 事前：なし
事後：講義内容の確認

グループワーク
90分

9 課題図書の輪読③ プレゼンテーションの方法 事前：なし
事後：講義内容の確認

グループワーク
90分

10 論理的思考や経営学における考え方 事前：なし
事後：講義内容の確認

グループワーク
90分

11 グループ発表① 事前：なし
事後：プレゼン大会への準備

グループワーク
90分

12 グループ発表② 事前：なし
事後：プレゼン大会への準備

グループワーク
90分

13 グループ発表③ 事前：なし
事後：プレゼン大会への準備

グループワーク
90分

14 PPM分析 事前：なし
事後：講義内容の確認

講義
90分

15 金のなる木の衰退と事業の撤退 事前：なし
事後：講義内容の確認

講義
90分
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教本：
佐久間信夫編(2024)『入門企業論』法律文化社
初回に学生の学びたい内容などを確認し、決定する（特になければ経営戦

略論をベースに検討する）。

参考文献：
初回に学生の学びたい内容などを確認し、決定する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（40％）、小テスト・レポート等（60％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
原則、外部の研究発表大会に出場することを求めます。相応の参加意欲がある学生を望みます。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

16 問題児の育成とコーポレート・ベンチャリング① 事前：なし
事後：講義内容の確認

講義
90分

17 問題児の育成とコーポレート・ベンチャリング② 事前：なし
事後：講義内容の確認

講義
90分

18 オープン・イノベーションと大企業の新事業創造 事前：なし
事後：講義内容の確認

講義
90分

19 企業の資料収集方法 事前：なし
事後：情報収集方法の確認

講義
90分

20 グループ発表④ 事前：なし
事後：プレゼン大会への準備

グループワーク
90分

21 グループ発表⑤ 事前：なし
事後：プレゼン大会への準備

グループワーク
90分

22 グループ発表⑥ 事前：なし
事後：プレゼン大会への準備

グループワーク
90分

23 プレゼン大会への準備① 事前：なし
事後：発表の最終確認

グループワーク
90分

24 プレゼン大会への準備② 事前：なし
事後：発表の最終確認

グループワーク
90分

25 プレゼン大会への準備③ 事前：なし
事後：発表の最終確認

グループワーク
90分

26 卒業論文研究テーマの発表① 事前：なし
事後：テーマの確認

グループワーク
90分

27 卒業論文研究テーマの発表② 事前：なし
事後：テーマの確認

グループワーク
90分

28 卒業論文研究テーマの発表③ 事前：なし
事後：テーマの確認

グループワーク
90分

29 ⚑年間の振り返り 事前：なし
事後：なし

グループワーク
90分

30 演習のまとめ 事前：なし
事後：なし

グループワーク
90分
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1

ガイダンス：開講にあたり、ガイダンスを行う。
受講における約束、テスト、評価等の説明等を
行う。企業法の特色を示し、企業法を学んでい
くうえでの心構え等を説明する。

事前：
事後：次回講義のための準備六法・テキスト等の購入、企業法分野について

の事前のチェックをする。企業法とは何かについて考える。

講義 30分、
質疑応答 60分｡

2
事業を行うための法形態（企業形態）について
概観し、その創意と相違について深く理解し、
その課題と活用について検討する。

事前：事業を行うための法形態（企業形態）、その課題と活用について確認
をする。

事後：事業を行うための法形態（企業形態）、その課題と活用について確認
し、ノートにまとめる。

講義 30分、
質疑応答 60分｡

3
会社の権利能力およびその制限について概観
し、会社の権利能力について深く理解し、その
課題と対策について検討する。

事前：会社の権利能力およびその制限、その課題と対策について確認する。
事後：会社の権利能力およびその制限、その課題と対策について確認し、ノ

ートにまとめる。

講義 30分、
質疑応答 60分｡

4
権利能力なき社団について概観し、会社の権利
能力について深く理解し、その課題と対策につ
いて検討する。

事前：権利能力なき社団について、その課題と対策について確認する。
事後：権利能力なき社団について、その課題と対策について確認し、ノート

にまとめる。

講義 30分、
質疑応答 60分｡

5

会社の使用人と代理商について概観し、会社の
人的施設（事業の補助システム）について深く
理解し、会社運営、課題と活用について検討す
る。

事前：会社の人的施設（事業の補助システム）を確認し、会社運営、課題と
活用について考察する。

事後：会社の人的施設（事業の補助システム）を確認し、会社運営、課題と
活用について考察し、ノートにまとめる。

講義 30分、
質疑応答 60分｡

6 会社の事業譲渡について概観し、事業譲渡につ
いて深く理解し、その課題と活用を検討する。

事前：事業譲渡について確認し、その課題と活用を考察する。
事後：事業譲渡について確認し、その課題と活用を考察し、ノートにまとめ

る。

講義 30分、
質疑応答 60分｡

⚗
株式会社の特質について概観し、株式会社の特
質について深く理解し、その課題と活用につい
て検討する。

事前：株式会社の特質について確認し、その課題と活用について考察する
事後：株式会社の特質について確認し、その課題と活用について考察し、ノ

ートにまとめる。

講義 30分、
質疑応答 60分｡

⚘
株式会社の規模等に応じた規制について概観
し、株式会社の規模等に応じた規制を深く理解
し、その課題と活用について検討する。

事前：株式会社の規模等に応じた規制について確認し、その課題と活用につ
いて考察する。

事後：株式会社の規模等に応じた規制について確認し、その課題と活用につ
いて考察し、ノートにまとめる。

講義 30分、
質疑応答 60分｡

⚙
企業グループに関する規制について概観し、企
業グループに関する規制について深く理解し、
その課題と活用について検討する。

事前：企業グループに関する規制について確認し、その課題と活用について
考察する。

事後：企業グループに関する規制について確認し、その課題と活用について
考察し、ノートにまとめる。

講義 30分、
質疑応答 60分｡

10
変態設立事項について概観し、変態設立事項に
ついて深く理解し、その課題と活用について検
討する。

事前：変態設立事項について確認し、その課題と活用について考察する
事後：変態設立事項について確認し、その課題と活用について考察し、ノー

トにまとめる。

講義 30分、
質疑応答 60分｡

11
設立中の会社と発起人組合について概観し、設
立中の会社と発起人組合について深く理解し、
その課題と活用を検討する。

事前：設立中の会社と発起人組合について確認し、その課題と活用を考察す
る。

事後：設立中の会社と発起人組合について深く理解し、その課題と活用を検
討し、ノートにまとめる。

講義 30分、
質疑応答 60分｡

12

違法な会社設立・会社不成立と会社組織に関す
る訴えについて概観し、違法な会社設立・会社
不成立および会社組織に関する訴えについて深
く理解し、その課題と対策について検討する。

事前：違法な会社設立・会社不成立および会社組織に関する訴えについて確
認し、その課題と対策について考察する。

事後：違法な会社設立・会社不成立および会社組織に関する訴えについて確
認し、その課題と対策について検討し、ノートにまとめる。

講義 30分、
質疑応答 60分｡

13

会社設立に関する設立関与者等の責任について
概観し、会社設立に関する設立関与者等の責任
について深く理解し、その課題と対策について
検討する。

事前：会社設立に関する設立関与者等の責任について確認し、その課題と対
策について考察する。

事後：会社設立に関する設立関与者等の責任について確認し、その課題と対
策について検討し、ノートにまとめる。

講義 30分、
質疑応答 60分｡

開 講 年 次 ⚔年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅱ（Seminar Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 新城 將孝

履 修 条 件
前提科目 ビジネス法Ⅰ・Ⅱ、企業組織法Ⅰ・Ⅱ（同時履修も含め、好ましい。）、演習Ⅰ

そ の 他 なし

授業概要：
企業に関する法について研究を行います。中心となるのは、商法と会社法です。民法、経済法の話にも及びます。今日の経済社会の中で、企業はどうあ

るべきか、また、どう経営されていくべきか等、法的側面から考察していきます。
授業目標：

企業法としての商法・会社法について深く考察し、卒業論文につなげていく事を目標とします。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
「ポケット六法」または「デイリ―六法」等、六法は必ず準備してください。

参考文献：
初回講義日に伝えます。

成績評価の方法、評価基準：
授業参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（25％）、定期試験（25％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
テーマを割当、報告することを求めます。授業への参加等を積極的とし、特に六法の活用を心掛けてください。予習・復習もお願いします。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

14
株式と資本金の額との関係について概観し、株
式と資本金の額との関係について深く理解し、
その課題について検討する。

事前：株式と資本金の額との関係について確認し、その課題について考察す
る。

事後：株式と資本金の額との関係について確認し、その課題について検討
し、ノートにまとめる。

講義 30分、
質疑応答 60分｡

15
株式の法的性質について概観し、株式の法的性
質について深く理解し、その課題について検討
する。

事前：株式の法的性質について確認し、その課題について考察する。
事後：株式の法的性質について確認し、その課題について検討し、ノートに

まとめる。

講義 30分、
質疑応答 60分｡

16
株主の監督是正権について概観し、株主の監督
是正権について深く理解し、その課題について
検討する。

事前：株主の監督是正権について確認し、その課題について考察する。
事後：株主の監督是正権について確認し、その課題について検討し、ノート

にまとめる。

講義 30分、
質疑応答 60分｡

17
株主平等の原則について概観し、株主平等の原
則について深く理解し、その課題について検討
する。

事前：株主平等の原則について確認し、その課題について考察する。
事後：株主平等の原則について確認し、その課題について検討し、ノートに

まとめる。

講義 30分、
質疑応答 60分｡

18

株主の権利行使に関する利益供与の禁止につい
て概観し、株主の権利行使に関する利益供与の
禁止について深く理解し、その課題と対策につ
いて検討する。

事前：株主の権利行使に関する利益供与の禁止について確認し、その課題と
対策について考察する。

事後：株主の権利行使に関する利益供与の禁止について確認し、その課題と
対策について検討し、ノートにまとめる。

講義 30分、
質疑応答 60分｡

19
自己株式の取得について概観し、自己株式の取
得について深く理解し、その課題について検討
する。

事前：自己株式の取得について確認し、その課題について考察する。
事後：自己株式の取得について確認し、その課題について検討し、ノートに

まとめる。

講義 30分、
質疑応答 60分｡

20
株式発行による資金調達について概観し、株式
発行による資金調達について深く理解し、その
課題について検討する。

事前：株式発行による資金調達について確認し、その課題について考察す
る。

事後：株式発行による資金調達について確認し、その課題について検討し、
ノートにまとめる。

講義 30分、
質疑応答 60分｡

21
株式会社の機関設計に関する規制について概観
し、株式会社の機関設計に関する規制について
深く理解し、その課題について検討する。

事前：株式会社の機関設計に関する規制について確認し、その課題について
考察する。

事後：株式会社の機関設計に関する規制について確認し、その課題について
検討し、ノートにまとめる。

講義 30分、
質疑応答 60分｡

22
株主総会の権限について概観し、株主総会の権
限について深く理解し、その課題について検討
する。

事前：株主総会の権限について確認し、その課題について考察する。
事後：株主総会の権限について確認し、その課題について検討し、ノートに

まとめる。

講義 30分、
質疑応答 60分｡

23
株式の相互保有について概観し、株式の相互保
有について深く理解し、その課題について検討
する。

事前：株式の相互保有について確認し、その課題について考察する。
事後：株式の相互保有について確認し、その課題について検討し、ノートに

まとめる。

講義 30分、
質疑応答 60分｡

24
株主総会の決議方法と決議の瑕疵について概観
し、株主総会の決議方法と決議の瑕疵について
深く理解し、その課題について検討する。

事前：株主総会の決議方法と決議の瑕疵について確認し、その課題について
考察する。

事後：株主総会の決議方法と決議の瑕疵について確認し、その課題について
検討し、ノートにまとめる。

講義 30分、
質疑応答 60分｡

25
会社の業務執行と代表について概観し、会社の
業務執行と代表について深く理解し、その課題
について検討する。

事前：会社の業務執行と代表について確認し、その課題について考察する。
事後：会社の業務執行と代表について確認し、その課題について検討し、ノ

ートにまとめる。

講義 30分、
質疑応答 60分｡

26
取締役と会社との関係について概観し、取締役
と会社との関係について深く理解し、その課題
を検討する。

事前：取締役と会社との関係について確認し、その課題を考察する。
事後：取締役と会社との関係について確認し、その課題を検討し、ノートに

まとめる。

講義 30分、
質疑応答 60分｡

27
会社と取締役の利益相反行為について概観し、
会社と取締役の利益相反行為について深く理解
し、その課題を検討する。

事前：会社と取締役の利益相反行為について確認し、その課題を考察する。
事後：会社と取締役の利益相反行為について確認し、その課題を検討し、ノ

ートにまとめる。

講義 30分、
質疑応答 60分｡

28 取締役の報酬について概観し、取締役の報酬に
ついて深く理解し、その課題を検討する。

事前：取締役の報酬について確認し、その課題を考察する。
事後：取締役の報酬について確認し、その課題を検討し、ノートにまとめる｡

講義 30分、
質疑応答 60分｡

29
取締役の会社に対する責任について概観し、取
締役の会社に対する責任について深く理解し、
その課題について検討する。

事前：取締役の会社に対する責任について確認し、その課題について考察す
る。

事後：取締役の会社に対する責任について確認し、その課題について検討
し、ノートにまとめる。

講義 30分、
質疑応答 60分｡

30
取締役の第三者に対する責任について概観し、
取締役の第三者に対する責任について深く理解
し、その課題について検討する。

事前：取締役の第三者に対する責任について確認し、その課題について考察
する。

事後：取締役の第三者に対する責任について確認し、その課題について検討
し、ノートにまとめる。

講義 30分、
質疑応答 60分｡
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教本：
桜井久勝「財務会計講義」（最新版）、中央経済社。

（演習Ⅰで使用したものを引き続き使用）

参考文献：
適宜、それぞれのテーマに合わせて指示する。

成績評価の方法、評価基準：
平常点（10％）、レポート・報告（90％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
毎回の授業に参加することが必須の条件になる。また、ゼミ生同士で協力するべきときにきちんと協力すること。
なお、シラバスの計画は予定であり、適宜必要に応じて内容を柔軟に変更する。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション
ゼミの目的の確認、報告事項の確認、報告の順番決め等を行う。

事前：特になし
事後：次回以降のための準備 講義90分

⚒〜27 報告（卒業論文へ向けての報告）
それぞれのテーマに基づいてまとめて報告してもらう。

事前：報告準備と内容の確認
事後：内容の再確認と改善

報告50分
質疑40分

28〜30 報告（卒業論文）
卒業論文としてまとめた内容を報告してもらう。

事前：報告準備と内容の確認
事後：内容の再確認と改善

報告50分
質疑40分

開 講 年 次 ⚔年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅱ（Seminar Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 髙橋 琢也

履 修 条 件
前提科目 演習Ⅰ

そ の 他 なし

授業概要：
卒業論文の作成を目標として、各自がテーマに基づいて積極的に研究を行っていく。

授業目標：
卒業論文の作成を目標とする。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 日本文化学科における卒業論文の目的と作成計画を理解し、
各自の計画を立てる。

事前：なし
事後：計画を提出する 講義 60分、計画作成 30分

2 卒業論文のテーマ確認Ⅰ 一人ひとり卒論テーマの最終確認をする。 事前：テーマの絞り込み
事後：なし 講義 60分、計画作成 30分

3 卒業論文のテーマ確認Ⅱ 一人ひとり卒論テーマの最終確認をする。 事前：テーマの絞り込み
事後：なし テー発表 60分、質疑 30分

4 資料収集とポートフォリオ 資料収集と論文構成についてポートフォリオを知る。 事前：なし
事後：資料を読む 講義 60分、質疑 30分

5 調査研究の母数等 調査研究における調査母数を理論的に理解する 事前：なし
事後：資料を読む 講義 60分、質疑 30分

6 卒業論文の構成と小見出しⅠ 各自の卒業論文に小見出しを付け、目次をつくる 事前：小見出しをつける
事後：なし 演習 60分、質疑 30分

7 卒業論文の構成と小見出しⅡ 各自の卒業論文に小見出しを付け、目次をつくる 事前：小見出しをつける
事後：なし 演習 60分、質疑 30分

8 卒業論文の主資料の構成⚑ 論証に説得性があるかを検討する。反証が想定されな
いか、例が必要ではないか？ 等

事前：主資料を整序する
事後：なし 演習 60分、質疑 30分

9 卒業論文の主資料の構成⚒ 論証に説得性があるかを検討する。反証が想定されな
いか、例が必要ではないか？ 等

事前：主資料を整序する
事後：なし 演習 60分、質疑 30分

10 文献資料の再検討 文献資料の読解、信憑性を再検討する 事前：文献再検討
事後：なし 読解 60分、質疑検討 30分

11 文献資料研究Ⅰ 各自の文献資料を講読し検討する。論証の方法としての分析総合
と仮説検証を学ぶ

事前：文献再検討
事後：なし 読解 60分、質疑検討 30分

12 文献資料研究Ⅱ 各自の文献資料を講読し検討する。論証の方法としての分析総合
と仮説検証を学ぶ

事前：文献再検討
事後：なし

講義 30分、読解 30分、
質疑検討 30分

13 文献資料研究Ⅲ 各自の文献資料を講読し検討する。論証の方法としての分析総合
と仮説検証を学ぶ

事前：文献再検討
事後：なし

講義 30分、読解 30分、
質疑検討 30分

14 文献資料研究Ⅳ 各自の文献資料を講読し検討する。論証の方法としての分析総合
と仮説検証を学ぶ

事前：文献再検討
事後：なし

講義 30分、読解 30分、
質疑検討 30分

15 文献資料研究Ⅴ 各自の文献資料を講読し検討する。論証の方法としての分析総合
と仮説検証を学ぶ

事前：文献再検討
事後：なし

講義 30分、読解 30分、
質疑検討 30分

開 講 年 次 ⚔年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅱ（Seminar Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 中村 龍一

履 修 条 件
前提科目 演習Ⅰ

そ の 他 卒業論文の研究テーマが日本文学・日本文化・国語科教育であること

授業概要：
⑴ 卒業論文の指導を主たる授業内容とする
⑵ 研究テーマの決定
⑶ 文献資料の収集・調査の方法
⑷ 研究論文の書き方、校正
⑸ 研究中間発表・討議
⑹ 個別指導

授業目標：
日本文学、日本文化、国語教育の専門領域に関するテーマの卒業論文を作成するための助言指導を行う。受講生一人ひとりが主体的に研究を深め論文に

まとめる。卒業論文は大学生にとって勉学の成果の集大成である。演習Ⅱは大学生にとって最も重視される講義である。しっかりした心構えで受講するこ
と。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ 〇

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
教室で指示する

参考文献：
教室で指示します

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（10％）、発表・レポート等（20％）、卒業論文（70％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
卒業論文は大学生にとって⚔年間の勉学の集大成である。演習Ⅱは大学生にとって最も重視される講義である。しっかりした心構えで受講すること。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

16 全体指導 目次を作成する 事前：目次の作成
事後：論文執筆 演習 90分

17 個別指導Ⅰ 個別に指導する 事前：課題の明確化
事後：論文執筆 演習 90分

18 個別指導Ⅱ 個別に指導する 事前：課題の明確化
事後：論文執筆 演習 90分

19 個別指導Ⅲ 個別に指導する 事前：課題の明確化
事後：論文執筆 演習 90分

20 個別指導Ⅳ 個別に指導する 事前：課題の明確化
事後：論文執筆 演習 90分

21 全体指導 卒業論文の最終確認をする 事前：報告事項をまとめる
事後：論文執筆 演習 90分

22 個別指導Ⅴ 個別に指導する 事前：課題の明確化
事後：論文執筆 演習 90分

23 個別指導Ⅵ 個別に指導する 事前：課題の明確化
事後：論文執筆 演習 90分

24 個別指導Ⅶ 卒業論文を仮提出する 事前：課題の明確化
事後：論文のまとめ 演習 90分

25 卒業論文発表者選考会Ⅰ 全員の卒論を読み合い代表者を推薦する。 事前：発表主旨の作成
事後：論文執筆 演習 60分、話し合い 30分

26 卒業論文発表者選考会Ⅱ 全員の卒論を読み合い代表者を推薦する。 事前：発表原稿の作成
事後：論文執筆 演習 60分、話し合い 30分

27 卒業論文発表会の「リハーサル」をする。 事前：リハーサル
事後：なし 演習 90分

28 卒業論文発表会 事前：なし
事後：なし 発表会 90分

29 講評と課題 事前：なし
事後：なし 講義 90分

30 講評と課題 事前：なし
事後：なし 講義 90分



シラバス-11  Page 54 25/03/11 16:16

552

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション
事前：なし
事後：授業を通じて何を考

えたかまとめる

講義30分
グループワーク30分

発表30分

2 文章読解Ⅰ
各自興味がある領域の文献をよみ、話し合う

事前：配付資料を読む
事後：考えをまとめる

講義60分
ディスカッション30分

3 文章読解Ⅱ
各自興味がある領域の文献をよみ、話し合う

事前：配付資料を読む
事後：考えをまとめる

講義60分
ディスカッション30分

4 文章読解Ⅲ
各自興味がある領域の文献をよみ、話し合う

事前：配付資料を読む
事後：考えをまとめる

講義60分
ディスカッション30分

5 文章読解Ⅳ
各自興味がある領域の文献をよみ、話し合う

事前：配付資料を読む
事後：授業内容をまとめる

講義60分
ディスカッション30分

6 文章読解Ⅴ
各自興味がある領域の文献をよみ、話し合う

事前：配付資料を読む
事後：授業内容をまとめる

講義60分
ディスカッション30分

7 卒論テーマの検討
自分が今どういうことに興味関心があるのか話し合い、卒論テーマの方向性を探る

事前：自分の興味関心を整
理する

事後：授業で何を考えたか
まとめる

講義10分
グループワーク60分

発表20分

8 プレゼンテーションⅠ
テーマ設定グループに分かれ、それぞれテーマを設定し、作業を分担しておく

事前：自分の興味関心につ
いての文献を読む

事後：分担にそって作業

講義10分
グループワーク80分

9 プレゼンテーションⅡ
準備グループ毎に素材をもちより、流れをきめ、補足する資料等を検討する

事前：作業割り当てに沿っ
て準備

事後：プレゼン資料を作成
する

グループワーク90分

10 プレゼンテーションⅢ
発表グループ毎にプレゼンテーションをし、批評する

事前：プレゼンのシュミレ
ーション

事後：プレゼンで何を改善
すべきかをまとめる

発表60分
ディスカッション30分

11 データの読み方
量的調査についてどう理解するかを理解する

事前：配付資料を読む
事後：考えをまとめる

講義70分
ディスカッション20分

12 データの活用の仕方：
レポートや論文において、各種データをどう活用するか理解する

事前：配付資料を読む
事後：授業内容をまとめる

講義60分
グループワーク30分

13 データの活用の実践Ⅰ
各自、データを使ってミニレポートを作成する

事前：配布資料を読む
事後：レポートの改善点を

考える
講義90分

14 データの活用の実践Ⅱ
各自、データを使ったプレゼンテーションを行う

事前：プレゼン資料を作成
事後：プレゼンの改善点を

考える

講義10分
発表50分

ディスカッション30分

15 前期のふりかえり
前期の活動を総括し、自分の成長を理解し、今後の課題を設定する

事前：前期の自分をふりか
えっておく

事後：課題をどう実践する
か考える

講義30分
ディスカッション60分

開 講 年 次 ⚔年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅱ（Seminar Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 深谷 野亜

履 修 条 件
前提科目 演習Ⅰ

そ の 他 なし

授業概要：
演習Ⅱでは、就職支援とともに、卒業論文にむけて着実に力をつけることをめざします。各自の興味関心に沿った論文をよみ、ディスカッションをする

形で授業を展開していきます。

授業目標：
社会人として必要な知識を身につけ、自覚を高めるとともに卒業論文の完成をめざします。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

〇 ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式



シラバス-11  Page 55 25/03/11 16:16

553

教本：
適宜資料を配布します

参考文献：
授業中に指示します

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（60％）、プレゼンテーション・レポート等（40％）

学生へのアドバイス：
ゼミは大学生活の集大成ともいえるものです。楽しく仲良く授業をすすめながら、各自問題意識を持って着実に成長しましょう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

16
夏休みの報告
前期の課題を夏休み期間中どう実践したのか報告し、後期の課題とそのための方策
についてまとめる

事前：夏休みの活動を振り
返る

事後：どう実践するか考え
る

講義20分
発表50分

ディスカッション20分

17 文章読解Ⅵ
各自興味がある領域の文献を読み、話し合う

事前：配付資料を読む
事後：考えをまとめる

講義60分
ディスカッション30分

18 文章読解Ⅶ
各自興味がある領域の文献を読み、話し合う

事前：配付資料を読む
事後：考えをまとめる

講義60分
ディスカッション30分

19 文章読解Ⅷ
各自興味がある領域の文献を読み、話し合う

事前：配付資料を読む
事後：考えをまとめる

講義60分
ディスカッション30分

20 プレゼンテーションⅣ テーマ設定
グループに分かれ、それぞれテーマを設定し、作業を分担する

事前：テーマ案を考える
事後：分担にそって作業

講義10分
グループワーク80分

21 プレゼンテーションⅤ 準備
グループ毎に素材をもちより、補足する資料等を検討する

事前：持ち寄る資料を作成
事後：分担にそって作業 グループワーク90分

22 プレゼンテーションⅥ 発表
グループ毎にプレゼンテーションをし、批評する

事前：プレゼンのシミュレ
ーション

事後：改善点をまとめる

発表60分
ディスカッション30分

23 アカデミックライティングの基礎Ⅰ
引用文献のつけかたなど、アカデミックライティングの基礎を理解する

事前：配付資料を読む
事後：配付問題を解く

講義70分
ディスカッション20分

24 アカデミックライティングの基礎Ⅱ
実際に、いくつかの資料をつかってミニレポートを作成してみる

事前：前回の復習
事後：書いたレポートを確

認

講義20分
ディスカッション70分

25 アカデミックライティングの基礎Ⅲ
第13回で各自が作成したミニレポートをふりかえり、自分の成長と課題を確認する

事前：ミニレポートを読む
事後：成長と課題をまとめ

る

講義30分
発表20分

グループワーク40分

26 プレゼンテーションⅦ テーマ設定
グループに分かれ、それぞれテーマを設定し、作業を分担しておく

事前：テーマ案を考える
事後：分担にそって作業

講義10分
グループワーク80分

27 プレゼンテーションⅧ 準備
グループ毎に素材をもちより、補足する資料等を検討する

事前：持ち寄る資料を作成
事後：分担にそって作業 グループワーク90分

28 プレゼンテーションⅨ 発表
グループ毎にプレゼンテーションをし、批評する

事前：プレゼンのシミュレ
ーション

事後：改善点をまとめる

講義60分
ディスカッション30分

29 卒論についての検討
各自自分のテーマについて話し合い、課題をまとめる

事前：テーマ案をまとめる
事後：授業内容をまとめる

発表60分
講義30分

30 まとめ
今年度の活動を総括し、各自自分の成長を理解する

事前：今年度の自分の活動
を振り返っておく

事後：総括と課題をまとめ
る

講義10分
グループワーク80分
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教本：
特に指定しません。

参考文献：
論文の書き方に関する文献を中心に授業中に指示する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（40％）、卒業論文または卒業レポート（60％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
⚔年間の学生生活の集大成として松蔭大学に在籍した証を残せるように、ともに頑張りましょう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

⚑ 演習Ⅱを履修するに当たって（導入） 事前：卒論テーマの検討
事後：論点整理 講義 30分、討論 60分

⚒・⚓ テーマに関する発表と討論 事前：報告準備
事後：発表内容の振り返り 報告 40分、討議 50分

⚔ 資料収集の仕方を確認する 事前：配付資料精読
事後：まとめノートの作成 講義 50分、討論 40分

⚕・⚖ 先行研究・データの活用法を確認する 事前：配付資料精読
事後：まとめノートの作成 講義 50分、討論 40分

⚗ 論文の組み立て方（章立て）について確認する 事前：配付資料の精読
事後：まとめノートの作成 講義 50分、討論 40分

⚘・⚙ 中間報告に向けた発表資料の作成 事前：発表資料の収集・整理
事後：発表資料の推敲 資料作成 90分

10・11 資料収集した文献等に関する発表 事前：報告準備
事後：発表内容の振り返り 報告 50分、討議 40分

12〜14 論文構想発表 事前：報告準備
事後：発表内容の振り返り 報告 50分、討議 40分

15 前学期のまとめと今後の作業の進め方に関する確認 事前：配付資料精読
事後：前学期の振り返り 講義 50分、討論 40分

16〜26 研究テーマに関する発表 事前：報告準備
事後：発表内容の振り返り 報告 50分、討議 40分

27〜29 卒業研究の総括と卒業論文またはレポートの執筆 事前：原稿の執筆
事後：原稿の推敲 論文執筆 90分

30 卒業研究の総括 事前：原稿の推敲
事後：まとめノートの作成 講義 30分、討論 60分

開 講 年 次 ⚔年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅱ（Seminar Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 福島 崇宏

履 修 条 件
前提科目 演習Ⅰ

そ の 他 国際関係論Ⅰ・Ⅱ その他、国際関係関連科目

授業概要：
本演習では、実社会で企業活動を行う際に必要な国際関係に関する基礎知識の習得とともに、国際関係に関する諸課題について自らの力で考え表現する

力を養うことを主軸とする。
演習Ⅰを通して考察した具体的な国際問題に関する諸課題について理解を深める。最終的に、自らの興味関心のあるテーマに関する論点を整理するとと

もに課題を明らかにし、卒業論文または最終レポートとしてまとめる。
授業目標：
⚑．国際関係に関する諸課題について国際関係論または国際公法の視点から分析する力を身につける。
⚒．国際関係に関する特定の分野について自らの見解を提示する力を身につける。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 卒業論文作成に向けての計画を立てる。 事前：演習Ⅰを振り返る
事後：配付資料を読む 講義 30分 演習 60分

2 文章解読Ⅰ（新聞を読む） 事前：配付資料を読む
事後：授業の内容を整理する 演習 90分

3 文章解読Ⅱ（保育に関する書籍を読む） 事前：配付資料を読む
事後：授業の内容を整理する 演習 90分

4 文章解読Ⅲ（子どもに関する学術論文を読む） 事前：配付資料を読む
事後：授業の内容を整理する 演習 90分

5 文章解読Ⅳ（保育に関する学術論文を読む） 事前：配付資料を読む
事後：授業の内容を整理する 演習 90分

6 卒論テーマ検討Ⅰ（興味・関心をもとに自身の考えを発表する） 事前：各自テーマをまとめる
事後：授業の内容を整理する 演習 90分

7 卒論テーマ検討Ⅱ（グループディスカッションを通じて各自の課題を明確にす
る）

事前：各自テーマをまとめる
事後：授業の内容を整理する 演習 90分

8 文章の書き方Ⅰ（日本語の特徴について学ぶ） 事前：配付資料を読む
事後：授業の内容を整理する 演習 90分

9 文章の書き方Ⅱ（論文の作法について学ぶ） 事前：配付資料を読む
事後：授業の内容を整理する 演習 90分

10 文章の書き方Ⅲ（参考資料の活用や引用文献の扱い方について学ぶ） 事前：配付資料を読む
事後：授業の内容を整理する 演習 90分

11 文章の書き方Ⅳ（図書館やインターネットから、資料を検索する方法を学ぶ） 事前：配付資料を読む
事後：授業の内容を整理する 演習 90分

12 論文の構成を考えアウトラインを作成する。 事前：配付資料を読む
事後：授業の内容を整理する 演習 90分

13 文献資料研究Ⅰ 事前：配付資料を読む
事後：授業の内容を整理する 演習 90分

14 文献資料研究Ⅱ 事前：配付資料を読む
事後：授業の内容を整理する 演習 90分

15 前期まとめとして中間発表を行なう。 事前：発表準備をする
事後：授業の内容を整理する 発表 60分 討議 30分

開 講 年 次 ⚔年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅱ（Seminar Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 古金 悦子

履 修 条 件
前提科目 演習Ⅰ

そ の 他 なし

授業概要：
演習Ⅱでは、卒業論文作成を目指す。各自の興味・関心に沿った論文を読み、ディスカッションを取り入れながら授業を展開し、論文を書くために必要

な力を修得する。

授業目標：
卒業論文作成に向け、計画を立てて、論文作成に取り組む。論文作成に必要な情報収集の方法や資料の活用などを身に付け、論文にまとめていく。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
必要に応じて資料を配付します。

参考文献：
授業の中で適宜お知らせします。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（40％）、レポート・論文・発表等（60％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
主体的に楽しく取り組み、成長することを期待します。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

16 個別に夏休みの進捗状況を聞き、今後の課題を明確にする。 事前：課題の確認をする
事後：配付資料を読む 講義 30分 演習 60分

17 個別指導：論文の草稿を検討する 事前：卒論を執筆する
事後：授業の内容を整理する 演習 90分

18 個別指導：論文の草稿を検討する 事前：卒論を執筆する
事後：授業の内容を整理する 演習 90分

19 個別指導：論文の草稿を検討する 事前：卒論を執筆する
事後：授業の内容を整理する 演習 90分

20 個別指導：論文の草稿を検討する 事前：卒論を執筆する
事後：授業の内容を整理する 演習 90分

21 個別指導：論文の草稿を検討する 事前：卒論を執筆する
事後：授業の内容を整理する 演習 90分

22 個別指導：論文の草稿を検討する 事前：卒論を執筆する
事後：授業の内容を整理する 演習 90分

23 個別指導：論文の草稿を検討する 事前：卒論を執筆する
事後：授業の内容を整理する 演習 90分

24 個別指導：論文の草稿を検討する 事前：卒論を執筆する
事後：授業の内容を整理する 演習 90分

25 個別指導：論文の草稿を検討する 事前：卒論を執筆する
事後：授業の内容を整理する 演習 90分

26 個別指導：論文の草稿を検討する 事前：卒論を執筆する
事後：授業の内容を整理する 演習 90分

27 個別指導：論文のまとめ 事前：卒論の確認をする
事後：卒論の修正を行なう 演習 90分

28 個別指導：論文の最終確認 事前：卒論の修正を行なう
事後：発表要旨をまとめる 演習 90分

29 卒業論文発表会 事前：発表原稿の確認をする
事後：授業を振り返る 発表会

30 まとめ（講評と課題） 事前：卒論の提出準備をする
事後：卒論提出 講義 30分 討議 60分
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教本：
なし

参考文献：
それぞれの研究テーマに応じて考える。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（20％）、報告等（20％）、論文（60％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
大学⚔年間の集大成の時期です。論文作成に取り組むことで、多くの能力が養われます。論文完成を目指していきましょう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

⚑ オリエンテーション 事前：テーマ設定と研究計画
事後：各自研究を進める 講義・演習

⚒ 日本語等に関する論文を読んで、論文執筆作法を学ぶ 事前：プリントに目を通す
事後：授業内容整理 講義・演習

⚓〜⚗ 個別指導 事前：研究報告準備
事後：各自研究を進める 演習

⚘ 卒業論文中間報告会 事前：研究報告準備
事後：各自研究を進める 演習

⚙〜14 個別指導 事前：研究報告準備
事後：各自研究を進める 演習

15 卒業論文中間報告会 事前：研究報告準備
事後：各自研究を進める 演習

16 オリエンテーション 事前：研究報告準備
事後：各自研究を進める 講義・演習

17〜21 個別指導 事前：研究報告準備
事後：各自研究を進める 演習

22 卒業論文中間報告会 事前：後置詞とは
事後：授業内容整理 講義・演習

23〜26 個別指導 事前：研究報告準備
事後：各自研究を進める 演習

27〜30 個別指導、卒業論文の完成と提出 事前：卒業論文を完成させる
事後：卒業論文の提出 演習

開 講 年 次 ⚔年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅱ（Seminar Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 松浦 恵津子

履 修 条 件
前提科目 演習Ⅰ

そ の 他 なし

授業概要：
卒業論文の完成を目指して、演習Ⅰで設定したテーマに関する資料の収集・読み込み、アウトラインの作成、執筆という一連の作業を行う。

授業目標：
⚑．設定したテーマに関する資料を読み、論文作成のための思考力・判断力を養う。
⚒．論文の書き方を学ぶ。
⚓．卒業論文を完成させる。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
『心理学の卒業研究ワークブック 発想から論文完成までの10ステージ』
小塩真司・宅香菜子 金子書房

参考文献：
なし

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（40％）、卒業論文（60％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
積極的にゼミに参加し、主体的に研究を進めましょう。

オフィスアワー：
初回授業日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

⚑ オリエンテーション 事前：卒業論文作成の展望を持つ
事後：卒業論文作成の展望を修正する 演習

⚒・⚓ 研究計画発表会 事前：発表資料を作成する
事後：研究計画を修正する 演習

⚔ 研究倫理 事前：研究倫理について調べる
事後：研究倫理を理解する 演習

⚕ 研究倫理審査申請書の作成 事前：研究倫理審査申請書を作成する
事後：研究倫理審査申請書を提出する 演習

⚖ 調査・実験準備 事前：調査・実験の準備
事後：調査・実験の準備 演習

⚗ 予備調査・実験の実施 事前：調査・実験の準備
事後：調査・実験方法の修正 演習

⚘・⚙ 調査・実験の実施 事前：調査・実験の準備
事後：調査・実験の実施 演習

10・11 データの整理・分析
事前：調査・実験により得られたデー

タを整理する
事後：データを分析する

演習

12・13 分析結果のまとめ
事前：データを分析する
事後：分析結果をまとめ、中間発表資

料を作成する
演習

14・15 卒業研究中間発表会① 事前：発表資料を作成する
事後：いただいた意見をまとめる 演習

16〜23 卒業論文の作成 事前：卒業論文を作成する
事後：卒業論文を作成する 演習

24・25 卒業研究中間発表会② 事前：発表資料を作成する
事後：いただいた意見をまとめる 演習

26〜29 卒業論文の作成 事前：卒業論文を作成する
事後：卒業論文を作成する 演習

30 卒業論文発表会 事前：発表資料を作成する
事後：いただいた意見をまとめる 演習

開 講 年 次 ⚔年次 通年 選択・必修 選択 単 位 数 ⚔ 時 間 数 60 授業形態 演習

授業科目(英文) 演習Ⅱ（Seminar Ⅱ） 科目分類 専門科目

担 当 教 員 水本 深喜

履 修 条 件
前提科目 演習Ⅰ

そ の 他 なし

授業概要：
演習Ⅰで立てた研究計画に基づき、卒業論文を作成します。研究の進捗状況はゼミノートに記し、指導教員と共有しながら研究を進める。研究発表会で

は、ゼミ生同士で意見を述べ、研究内容をブラッシュアップしていく。

授業目標：
自分の満足のいくような卒業論文を完成させる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式


